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図版27 トレンチ外出土遺物(22)須 恵 器(4)
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図版37 S-I.赤焼土器?(杯)、江釣子村下谷地B遺跡出土
I :石英・斜長石・輝石・火山ガラス・鉄鉱・緑レン石などの鉱物がみられる。

岩片はプロピライト。 (平行ニコル)

2 :チャート。 (直交ニコル) 3 :花崗岩。 (直交ニコル) 4 :堆岩。 (直交ニコル)



図版38 S-2.須恵器(‡不)、江釣子村下谷地B遺跡出土

i :石英・長石・鉄鉱および少量の火山ガラスを含む。 (平行ニコル)

2:同上。 (直交ニコル) 3:チャートの岩片。 (平行ニコル) 4: 3に同じ。(直交ニコル)



上 藤 木 遺 跡

遺 跡 名:上藤木(略号KF73)

遺跡所在地:和賀郡江釣子村北見柳I」ト20臆I

調 査 期 間:昭和48年8月27日-9月i7日

調査対象面積: 3,530m之

発掘調査面積: 972m登





ー上擦木遺跡-

I 位置と立地

本調査地は、国鉄東北本線北上駅の北西約3.4血の所にある。

和賀川の北岸、猫谷地遺跡の北側に位置し、金ヶ崎段丘相当面に立地する。当調査地は周囲

より幾分の高まりが見られる。最高標高は72.70m内外である。

周辺の遺跡としては、前述の猪谷地遺跡(縄文時代・古代) 「本調査関連遺跡」、西方に本宿

遺跡(縄文時代前・中期)、北方に下谷地遺跡(古代) 「本調査関連遺跡」等がある。

II 調査の概要及び結果

本調査に先立つ分布調査に於いて、土塁状の地形が確認され館跡等の可能性も考えられた。

結果として、土塁状の地形の高まりは図示のごとく版薬等の特殊な工法でなく乱積されたも

のである事が判明した。調査地域にはその他関連遺構は検出されなかった。土塁状の高まりは

民家の敷地境界であったとの話もあるが、いつの時代からのものかは不明である。この構造物

はC区とD区の中間にて、東方向への通路状低地でもって途切れている。調査地区東側の同構

造物は北側にも連なっており、そのすぐ内側は周囲より一段低くなっている。調査地区南側は

すでに水路により開削され、旧状を把握できない。この事は調査区外西方も同様で、把握でき

ない。

IⅡ 今後に残された問題

IIでも述べた様に民家の敷地境界としての使用の事実関係についても明確に出来なかった訳

であるが、類例の把握が必要である。又、 Iでも述べた通り当地方は縄文時代より、特にも古

代における生活の場として重要な位置付けがなされなければならない。調査地周囲には他にも

種々の遺跡が存在する事であろう。本調査の原因となった大規模開発が行なわれた地域だけに

今後更に開発が進む事であろう。その現状変更に際しては細心の注意を払い遺跡の破壊が行な

われる事を防がなければならない。充分な調査を行い、今回明確に出来なかった点について解

決の糸口が明らかになるような成果が得られる事を期待したい。

ー
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一上藤木遺跡-

I 同時.甲∴色 かつかい、勧i入-)込む、団子が出薫る

【1 10l’畔 早褐色,掛-、棺釆つく、少し団珪出来る

Ⅲ 用iR弘 光鯨褐色 頓▲、賞つかで、田子出薫る音乱用

Ⅳ 10liR亨小 黄褐色 叶う叶う、 Il 帽子出来中音軌跨

V l時Rl.了1聖∴色 やや堕しi、ややで、団璃束る音含疎音

第I図 上藤木

一
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沢 遺 跡

遺 跡 名:成沢(略号NS72)

遺跡所在地:北上市相去町字下成沢54-Iほか

調 査 期 間:昭和47年6月一昭和47年7月9日

調査対象面積: 2,500m2

発掘調査面積: I,250m3
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ー成 沢 遺 跡-

I 位置と立地

成沢遺跡は岩手県北上市相去町字下成沢54の1他にあり、東北本線北上駅の南西約5山高こ所

在する。西方約10血には、奥羽脊梁山脈に続く第三紀安山岩類からなる山地が連なり、その東

麓には夏油川等によって形成された扇状地性台地が広がっている。一方、台地の北及び束には

和賀川、北上川があり、東流あるいは商流している。扇状地性台地の大部分は金ヶ崎段丘面に

覆われているが、一部村崎野段丘面、西根段丘面が残丘状に取り残され、その末端には成沢I=

等の小河Iiiが入って、東西に連なる低台地に分断している。当遺跡ののる北部台地は「六原台

地」あるいは「相去台地」と呼ばれ、沖積平野とは15mほどの急崖をなして接している。

調査地は、この取り残された村崎野段丘の最北端中ごろに位置し、成沢川に画した南斜面に

立地している。現状は宅地、山林及び畑地で、調査地点の標高は87へ94.5mである。

注(1) 『土地分類基本調査 北上山系開発地域・北上』岩手県企画開発室(北上山系開発) 1976

(2)昨日去遺跡現地説明会資料』岩手県教育委員会 北上市教育委員会1973

II 調査経過及び方法

調査範囲は当初東北縦貫自動車道が南北に通るため、東西約45m、南北約50mの約2500証で

あったが、その後南北120mに拡張している。地区割は道路中心杭STA183+00を基点として、

北9mをCa50とした。調査は3mを単位とするグ)ット方式を採用し、昭和47年6月から7月

9日にかけて実施した。

調査地内の基本層序は次のとおりである。

I層 表土(耕作土) 火山灰のブロックを含む。

II層 暗褐色火山灰層 腐植と火山灰の入り渡った層であり少量のパミスを含む。

II暮層 淡黄褐色火山灰層 安山岩の小礫(亜角礫)とパミスを多田こ含む。

暮V層 パミス パミスと火山灰とがほぼ均等に混り合っている。安山岩の小礫を含む。

Ⅴ層 砂礫層 組成として腐ったパミスから成った層である。しかし崩壊していないパミス

も多量に混じっている。

VI層 白色粘土層 微量ながら植生痕と褐鉄鉱とパミスを含む。

Ⅵ帽 組成として殆んど腐ったパミスかうなった層である。

Ⅷ層 青灰色粘土層 上部に植生痕を多量に含む黒色を呈する。

なお、本調査に先だって隣接する地域(西側)を北上市教育委員会が主体

となって発掘調査を行っている。

-
263

-

l量三三三三三≡≡

0 (上5i、I

l l l 1 1 1

基本層序
(Dd2iグノット西壁)



一成 沢 追 跡

第i図 成沢遺跡全体図I li.000
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IⅡ 調査結果

今回の調査で検出された遺構は近世の藩境塚1、古代(平安時代)の竪穴住居跡6棟、時期

不明の溝2、縄文時代の土塀1である。発見された遺物は土師器、須恵器を中心に砥石等の石

製品、鉄製品である。それに若干の縄文土器、石器等である。

1 藩境塚(第2図 図版l)

藩境塚は調査地北端にあり、市道のすぐ南に位置している。市道は昭和48年の圃場整備の際

に若干移動されているが、当地域においてはほとんど以前のものをそのまま踏襲している。旧

道は旧町村界となっており、北が上鬼柳村、南が相去村である。また、和賀郡、胆沢郡の郡界

にもなっており、藩政時代には南部、伊達両藩の藩境でもあったものである。

検出された遺構は現状でも土盛り状の高まりとして遺存しているもので、保存状態は比較的

良好である。平面形は第2図の如く直径4.0-5.Omほどの円形に近いもので、東辺と南辺が直

線的であった。それぞれ4.Omを計測する。残存部の高さは約1.2mである。旧表土の有無、修

復の痕跡については確認されないでしまったが、現地説明会資料によると築戌の順序を示すも

のは認められず、周辺の土を盛って叩いた程度のものであったという。また、下底部には藩境

塚の標式とみなされる「約0.5m四方の木炭敗が認められた。」という。

第2回 漕 境 塚
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2 竪穴住居跡

1 Ba6竪穴住居跡(第3図 図版l)

Ba6竪穴住居跡は藩境塚の南約35mで、成沢川の北約120mに位置し、台地中央部にあたる。

柱穴、竃が検証されなく住居跡であるかどうか疑問の残るものであるが、一応、住居跡として

取り扱っておく。上半が削平されており、保存状態はあまり良好ではない。遺物は壁土を含め

て発見されていない。

〔平面形、規模〕平面形は南北約3.6m、東西約3.2mの正方形に近い方形である。隅が角ぼっ

ている。長軸方向はN140Eである。

〔堆積土〕記録されていない。

〔壁〕地山を壁とし、直線的である。壁高は0.1へ0.2mで、東壁中央部が僅かに低くなってい

る。西壁及び南壁西半には幅0.1へ0.15mほどの小さな段をもつ。それは住居跡床面から0.1m

の高さにあり、長さは西壁で3.2mを計測する。

〔床〕床面は水平に近い平坦地である。

十品

第3図 Ba6竪穴住居跡
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〔その他の施設〕柱穴、竃、貯蔵穴は前述の如く検出されていない。ただ、西壁中央部に東西

0.9m、南北0.8mの円形の突出部をもつ。登り勾配で住居跡外に続いており、入口ではないか

と考えられる。また、東壁中央やや南寄りに0.5×0.3のpit様の遺構が検出されている。

〔遺物〕遺物は床面及び堆積土とともに全く発見されていない。周辺の表土層から土師器饗の

休部小破片と羽日日綾部小破片が認められたのみである。

2 Bi65竪穴住居跡(第4図 図版2)

Bi 65竪穴住居跡は調査地の東端にあり、成沢月lの北約85mに位置する。南斜面の上端部であ

る。当遺構は検出面が非常に浅く、表土層除去後ただちに発見されたものである。竃の両側壁

が残存していたもので、保存状態は比較的良好である。遺物は表土あるいは堆積層に多く認め

られ、床面及び貯蔵穴、煙道等から実測可能なものが20点余り発見されている。なお、煙道、

煙出しはCa68土旗と重複しており、おそらくは土頻によって破壊されたものと推測される。

〔平面形、規模〕平面形は南北4,8m、東西4.5mの正方形に近い方形で、幾分歪んでいる。隅

はやや角ぼっており、長軸方向がN30Eである。

〔堆積土〕堆積土は表土を除き4層に細分される。 ①層は黒色腐植土で、上層を全体的に占め

る。草木根が多く認められ、炭化物が混入している。遺物は鉄澤、羽口、炉壁を中心に土師器

の杯、饗の小破片と縄文土器、石器が混在する。 ②層は茶褐色泥土(腐植土と火山灰の泥土)

で、炭化物、廃土粒を含んでいる。壁際では薄く、中央部に厚く堆積し、住居跡埴土の大部分

を占める。遺物は土師器の杯、饗が多く、鉄津、縄文土器が混入する。 ③層は壁際にやや厚く

堆積しているものでブロック状の火山灰土が主体をなす褐色泥土で、炭化物粒、焼土粒が混入

している。遺物は土師器の杯、聾で復原可能なものを含む。 ④層は黒褐色泥土で、壁際に厚く、

中央部ではほとんど痕跡程度である。遺物は土師器の杯、馨で実測可能なものが散在する。

堆積土をまとめると、 ①層が凹地に堆積した腐植土で、 ②層が流入堆積した埋土と考えられ

る。 ③、 ④層は壁の崩壊等に起因すると見られ、前者が地山壁の崩落で、後者が旧表土などの

先行崩壊土と推測される。いずれも自然堆積と見られ、遺物では①、 ②層出土遺物が流入堆積

したもので、 ③、 (①層出土遺物が当住居跡に伴うものと推測される。

〔壁〕地山を壁とし、直線的である。壁高は0.15へ0.35mで南側が低くなっている。なお、東

壁のほぼ中央の外側と南壁内側に、壁に喰い込んだ形のpitがある。

〔床〕地山を床面とし、平坦である。住居跡中央部とP lの南、 P2の西の3箇所に焼土が散在

している。また、南部中央には、 1.2×0.8mの長方形の落ち込みが存在している。深さは0工m

ほどである。

〔柱穴〕住居跡内から検出されたpitは8個である。 Pl、 P2は北壁に平行し、東壁、北壁、

西壁からおよそ1.2m内側に位置している。 P3は東壁中央にあって外側に接し、 P4, P5は
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事 柄「作上

手 黒色I桐直上、軟質てI則ヒ物が混八十二いろ

ニ∴佐伯色情上、 ′夫=高位、最化物を多く合し・

ニラ 持出色情上、大Ii高上がプロ ノク:旧二品人する

手∴寮掲色、旧∴ 映雄二′、廿′、廿する、眉ヒ拘星、 ・I自白小品iを少量含む

第4図 Bi65竪穴住居跡
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南壁内側に接し、 Pl、 P2に対応する位置にあたる。 P6は竃右側壁の西にあたり、 P7、

P 8は燃焼部側壁の先端部に位置している。規模は0.2̃0.5mほどで特にP 6は0.6×0.4と

大きく、 P7、 P8は0.22×0.11m, 0,25×0,19mと小さい。深さは11-32cmで、 P5は65cm

と異常に深い。培土はPl、 P2によると黒色泥土である。

主柱穴は柱配置からPl、 P2、 P4、 P5が推定されるが、 P5は竃内に位置しており、

P6かもしれない。同pitは遺物、焼土粒、灰等を含んでいて、貯蔵穴が予想され、主柱穴と

貯蔵穴か重複あるいは隣接していた可能性がある。 P7、 P8は規模が小さく燃焼部側壁先端

に位置しており、芯石を設置した跡と考えられる。

〔竃〕南壁東寄りにあり、側壁、煙道、煙出しが確認されているが、上半は削平されている。

燃焼部は住居跡内にあるが、一部壁外に出ている。規模は0.5×0.5mと推定され、内部には崩

落したと見られる天井石が、周辺には芯石に使用したと思われる川石が散在している。側壁は

シルトで構築され、左側が直線的、右側が燃焼部を広く折れ曲っている。先端には小さなpitが

あり、芯石を設置した穴と思われる。煙道は約1.3mで、先端が若干西に折れている。幅、高さ

とも15cmで、くり抜きと考えられる。底面は壁付近で一段上がり、その後下り勾配で煙出しに

続く。煙出しはCa68土塊と重複していて詳細は不明であるが、直径30cm程度の円形をなすと推

測され、その深さは検出面からおよそ50cmである。焼土は燃焼部床面と煙道周壁に認められ、

その厚さは約5c皿である。なお、煙道から土師器埠(1防ぎ出土している。

十一

1黒色上 ノ\小、サLて冊は■ない 」出し旭上 映を常人十ノブ

ご∴掲色毒i 5 〇月く色持上

:う 焼1 6 出初色l 陸自-音iを含む

第5図 Bi65竪穴住居跡炉跡断面図

〔貯蔵穴〕轟右側壁西のP6が0.6×0.4mと大きく、壁土に焼土粒、灰を含んでおり、国16)及

び高台何杯(19)を有しており、貯蔵穴が想定される。同pitは主柱穴とも考えられるものであり、

前述の如く柱穴と貯蔵穴の重複あるいは隣接する可能性がある。出土遺物は竃周辺遺物と接合

しており、廃棄直前まで空洞となっていたと推測される。

〔伴出遺物〕埋土③、 ④層及び床面、貯蔵穴から発見された遺物は埠、高台付杯、饗、それに

砥石、羽口、炉壁である。いずれも破損していたもので竃周辺に集中していた。なお羽口、炉
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堂については壁土遺物で取り扱っている。

杯:復原可能なもの、図化できるものを含めて18点である。 lへ9の9点が内面黒色処理を

行っているもの、 10-18の9点が行われていないものである。これらのうち10、 16は煙道、貯

蔵穴から発見されたものである。

前者はすべてロクロ成形されたもので、回転系切底である。なお8は一部へラケズリされて

いる。休部はゆるやかに内管しながら立ち上がるものと、比較的直線的に立ち上がるものとが

ある。口綾部はそのままおさまるものと外皮ぎみのものとがある(5)。なお、 6は底部から強

く内管するもので口綾部は直口ぎみに立ち上がり椀に近い器形をなす。中にはロクロ成形痕

の顕著なものがあり(2)、内面はへラミガキされているようである。色調は内面黒色、外面灰

白色、青灰白色をなす。ただし、 7の内面は赤褐色を呈し、 6の外面は赤燈色をなす。

後者もロクロ成形されたもので、比較的成形痕の顕著なものが多く見られる。底部は回転糸

切によるもので、内底には厚薄が認められる。体部は比較的直線的に立ち上がり、 12、 13はそ

のまま口端に続く。口唇部はいずれも外方に挽き出され、 10、 Ilが若干外反している。器肉は

薄いものが多く、焼成は良好で黄燈色、褐色を呈す。胎土は15が精製されたものを届いている

が、他は粗砂を含んでいる。 17は胎土、焼成、成形とも粗雑な作りである。なお、 14の内面に

は黒色付着物がついている。

高台何杯:貯蔵穴から発見された1点で、口綾部を欠損している。ロクロ成形されたもので、

内面黒色処理されているが、灰青色を呈す。下端を外方に挽き出した高目の高台をもつもので、

回転糸切された底部に貼付されている。器壁は比較的薄く、体部がゆるやかに立ち上がるよう

である。内底には放射状のへラミガキが観察される。

饗:図示可能なものは大型2点、小型2点の4点である。 20は口綾部が大きく外反するもの

で、上下両端に挽き出されている。体部はゆるやかに攣曲し、中央部付近に最大径をもつ。口

綾部から休部上半がロクロ成形され、下半が縦方向、下端が横方向にへラケズリされている。

内面は下半にパケメが認められ、上半はロクロ成形痕をもつ。底部はへラケズリされているよ

うである。全体的に器肉が薄く、凹凸が目だつが硬質に焼き上がっている。口綾部内側から外面

に煤状の付着が見られる。 21はロクロを用いない大型饗である。器肉が厚くどっしりした感を

もつ。口綾部が大きく外反し、さらに上方に挽き出され、受口状を呈す。頸部には工具による

と見られる明瞭な段が見られ、その下が横ナデされ、下半が縦方向にへラケズリされている。

内面は横ナデされているようであるが、はっきりしない。胎土には小石等を含み、非常に脆い。

外面には大量の黒色付着物が付いている。 22、 23はロクロ成形されたやや小型の聾である。両

者とも口緑部が強く外反し、白線端が僅かに挽き出されている。器肉は比較的厚く脆弱である。

なお、 23の外面には炭化物が付着している。
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(15.0)、 6.0、 4.0-4.4

(15.0)、 5.8、 4,5

(15.0)、 6.0、 5.0
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ー成 沢 遺 跡鵜

(24.0)、 「、

15.0、 6.0、 4.8

(14.0)、-、-

0 5 1 0〔、爪

注、遺物の左上の数字は口径、噴径、器高を,Jくし、( )は推定値て

臆は訂刷不能なものである。右上は出土地点等を示す。

第6図 Bi65竪穴住居跡出土遺物(I)
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(14.0)、 -、

(5.0)、

丁‾‾‾‾‾‾…‾‾「‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

二二多’
時載穴5.0

0 0 10(爪

--、 6.3、 -

(18.0)、臆、 --

一書、 (6.6)、 -「

\二二十二柔

I16.0)、一〇、 ‾

第7図 Bi65竪穴住居跡出土遺物(2)

以上の他には須恵器の破片があ

る。 24は器肉が厚い大要の破片で

ある。叩き目痕は外面が格子状で、

内面は菊花状をなす。

砥石:自然石をそのまま使用し

たもので砥石と考えられる。破損

しているが2面に使用痕をもつ。

〔埋土遺物〕表土層及び壁土①、

②層から出土した遺物は下表のと

うりである。

第i表 埋土遺物
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上師器埠 土師器薮 叛,忠落葉 叛i∴∴日 柄∴∴壁 釣、 膚 欽 縄文土器 石 器 

42 仁子 2 5 30 3了 11 3 3 

杯片42点、饗片15点で、圧倒的に杯片が多い。このうち須恵器は蛮2点のみである。いずれ

も細破片で器形の捉えられるものはない。埠では内面黒色処理したものと、そうでないものと

があり、両者ともロクロ成形されているようである。

特にここでは羽口5、炉壁30、鉄澤37、鉄Ilと製鉄あるいは鍛冶遺構に関連ある遺物の多い
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i

4

第8図 BI65竪穴住居跡埋土遺物(但し3はI初出」・)

のが特徴である。なお、住居跡埋土下層出土の羽口l点、炉壁3点についても一括している。

羽口はすべて破片で、全体の形状を捉えることはできない。先端部は3点で、いずれも内側

に向って尖っている。外径が6→7cmで、内径がおおよそ2.0へ2.8cmである。胎土には精製され

たものを用い、ほとんど不純物を含んでいない。ただし、床面出土の3はガラス質の鉱津を含

んでおり、現地で製作されたことを思わせる。なお、 1は半裁状に割れているが、その割れ口

に熔融物が付着している。

炉壁は細片で14× 9cmを最大破片とする。内面は黒色あるいは茶褐色を呈し、鉄津が付着し

ている。裏面は赤褐色あるいは青灰色をなす。胎土には大量のスサが混入されており、表面に

近い部分が焼き爛れてガラス質のコークス状を呈している。残存部の厚さは2.4へ4.5c鵬である。

写真図版12の炉壁によるとかなり大きなものであったと推測される。

鉄津は金属光沢をなすものと、酸化して茶褐色を呈するものとがある。いずれも鍛冶津に見

られる層(ひとよ)が認められないので、おそらくは精錬津と考えられる。同資料の分析結果

は付章の別表のとおりであり、 Niが非常に少なく精錬澤であることを示している。鉄製品はい

ずれも細片で詳細は不明である。

以上の他には縄文土器3点、石器3点がある。遺構以外の出土遺物で一括している。
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3 Ch59竪穴住居跡(第9図)

Ch59竪穴住居跡は調査地の南東部にあり、成沢IiIの北約60mに位置する。南斜面の上端部で

ある。ほとんど農道によって破壊されており、北辺の一部を残すのみである。北西部がCh62溝

と重複するようであるが、前後関係は確認されていない。

〔平面形・規模〕北辺は3.Omを計測し、残存部から方形をなすと考えられる。

〔堆積土〕記録されていない。

〔壁〕地山を壁とし、直線的である。壁高は0.15-0.37mで、西方が幾分浅くなっている。

なお、中央外側には、だるま状のpitが接している。深さが21cm、 27cmである。

〔床〕地山を床とし、ほぼ平坦である。

〔その他の施設〕柱穴、竃、貯蔵穴はいずれも検出されていない。

〔伴出遺物〕住居跡床面から埠と饗が発見されている。主に北東部から発見されているが、饗

(ll)は北西部からの発見である。遺物はすべて破損しているもので、完全な形で発見された

ものはない。

埠:発見された埠は破片を含めて9個体である。いずれもロクロ成形によるもので、内面黒

色処理されたものは含まれていない。色調は赤味がかった黄灰色で、焼成は比較的良好である。

中には軟質なものが含まれている(1、 3)。全体的形状はlを除いて、口綾部が大きく開くも

ので、口径に対して底径が小さい。体部はふくらみをもって立ち上がるものと、直線的に立ち

上がるものがあり、口綾部が外皮している。器表面の凹凸は顕著なものが多いが、 3、 6は比

較的少ないものである。底部の切離しは回転糸切技法で、 2には一部再調整の痕跡が見られる。

器肉は厚手のものと薄いものとがあり、 8は特に薄く成形されている。

1は口径に対する底径が大きいもので安定感のある器形をなす。体部の立ち上がりが前者に

比較して強いもので内轡しなから立ち上がり、そのまま口綾部に続いている。器表面の凹凸は

丁 早生

二二‾‾‾‾‾\

一ヽ

了 丁 丁 「

O (上与 上 りI「1

」⊥」臆⊥ 」⊥臆⊥⊥⊥」

第9図 〇h59竪穴住居跡
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第iO図 Ch59竪穴住居跡出土遺物
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ほとんど認められなく、底部は手持ちへラケズリされている。

聾:図示できるものは口綾部2、底部1の3点である。いずれも大型の土師器嚢である。 10

は口綾部が強く外反するもので、端部が上方に挽き出され、受口状に段を形成している。口綾

部はロクロ成形され、その後頭部から下半がへラケズリされている。内面には僅かにハケメが

認められる。11は体部下半が斜め方向にへラケズリされ、底部及び底部近くは摩滅していてはっ

きりしないが横方向にへラケズリされたようである。内面ではかすかにハケメ痕を残している。

なお、 Ilの外面には煤状の黒色物が付着している。

以上の他には小型饗と思われる体部破片がある。ロクロ成形されたもので、体部の凹凸が顕

著である。

〔埋土遺物〕この住居跡では埋土遺物として取りあげられたものはなく、全て表土層から採集

されたものである。これらの中には周辺のものをも一括している。発見された遺物は杯9点、

饗34点、それに縄文土器、石器10点である。いずれも小破片で全体形状の判明するものはない。

杯は薄い青灰色を呈する還元燭焼成された焼成不良の底部破片(回転糸切)が1点で、他は

酸化焔焼成されたものである。このうち内面に黒色処理を施したものは底部破片(切離しは不

明)を含む2点である。他はロクロ成形による赤味を有する灰白色のもので、赤焼土器あるい

はB類、土師質土器等と総称されるものに属するものである。休部の凹凸が顕著である。底部

切離しは回転糸切技法で、胎土には精粗があり、焼成は普通であるが、中には堅緻なものも認

められる(13)。

聾は薄い青白色あるいは灰白色を呈した平行線状の叩き目を有する須恵器が3点で、内面の

凹凸が著しい。また、青灰色を呈した外面ケズリを施した肉薄の細片がある。他は土師器であ

る。それらは部分破片を総合すると口綾部が強く外皮するもので、口端部が上方に挽き出され

て受口状を呈する。口端部の挽き出しに際しては外面に稜線を残すもの(16、 17)と残さない

もの(15)とがある。

調整技法は口綾部から体郡上半がロクロ成形され、体部下半がへラケズリされているようで

ある。底部はいずれも回転糸切によるもので、摩耗しているもの以外、調整の認められるもの

はない。中には付高台を有していたと思われるものが含まれている。それも回転糸切痕を残し

ている。

以上の他には盤を思わせる丸底風の大形の破片が存在する。成形、調整等は不明である。

なお、縄文土器、石器については遺構以外の出土遺物で一括している。
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4 Cg65竪穴住居跡(第11図)

Cg65竪穴住居跡はCh59竪穴住居跡の東約3.Omにあり、成沢川の北約60mに位置する。南

斜面の上端部であり、ほとんど農道によって破壊されており、北辺の一部(約0.5m)をかろう

じて残すのみである。

〔平面形・規模〕北辺が約3.lmで残存部から方形をなすと考えられる。

〔堆積土〕記録されていない。

〔壁〕地山を壁とし、直線的である。壁高は約35c鵬を計測する。

〔床〕地山を床とし、ほとんど水平である。東端部には焼土が散乱している。

〔その他の施設〕柱穴、寵、貯蔵穴はいずれも検出されていない。ただし、床面東端に焼土が

散在しており、あるいはその近くに竃があったものかもしれない。

〔埋土遺物〕周辺の表土から土師器饗の破片が採集されている。

第ii図 Cg65竪穴住居跡

5 Db6竪穴住居跡(第12図 図版3)

Db6竪穴住居跡は調査地の南部にあり、南斜面の中ほどに位置する。成沢I=の北50mで農道

の南にあたる。竃の両側壁が残存しているもので保存状態は比較的良好である。遺物は表土、

あるいは堆積土に多く認められ、床面あるいは煙道・煙出し等から復原可能なものがIl点発見

されている。なお、竃はDc3溝と重複しており、溝によって破壊されたと見られる。

〔平面形・規模〕 平面形は南北約4.3m、東西約4.4mの正方形に近いプランをなす。隅は角

ぼっており、西辺の方向はN14Wを示す。

〔堆積土〕 堆積土は表土を除き4層に細分される。いずれも注記されてなく色調・性状等は

不明である。 ①層は壁際が薄く中央部が厚いもので埋土の大部分を占める。 ②層は灰白色粉状

パミスで、厚さ2-3cmのレンズ状堆積をなす。検出面では環状に認められたものである。 ③

層は壁際に厚く堆積しているものでロームブロックが混入している。 ④麿は壁際にやや厚く

中央部に薄く及ぶものである。まとめると①唐は凹地に流入堆積したもので、 ②層が火山活動

に起因するものである。 ③、 ④層は壁の崩壊等による先行する堆積土と考えられ、いずれも自
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十一

l 暗掲色上 焼十・炭化物、砧上混入」∴茶掲色上 場十炭化物混入

2 自費色猫上 5 暗掲色上

3∴薙 上

第I2図 Db6竪穴住居跡
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然堆積と見られる。遺物では表土及び①層遺物が流入堆積したものと推測され、 ③④層及び床

面出土遺物が住居跡に伴うものと推察される。

〔壁〕地山を壁とし、直線的である。壁高は20へ30mで南辺が幾分浅くなっている。なお

北壁中央のやや東寄りに0.6×0.2mほどの小さな振り出しをもつ。

〔床〕床面は南に向って若干傾いているが、ほぼ平坦である。南部中央付近に東西l.2m、南

北l.15mの方形の落ち込みと、その北に重複する東西1.05m、南北0.8mの落ち込みが発見され

ている。前後関係は確認されていないが、深さは前者が0.1m、後者が0.13mで僅かに後者が深

い。埋土からは饗破片が出土している。

〔柱穴〕住居跡内から検出されたpitは6個である。 Pl、 P2が北辺中央に近接しており、

P3、 P6は北東隅・南東隅に位置している。 P4、P5は東壁、北壁、西壁の1.2m内側にあ

り、北壁に平行している。大きさには直径15-50cmとバラツキがあり、深さは4̃13cmで極め

て浅い。主柱穴はp4、 p5が想定されるが、南辺の対応するものが確認されてなく断定でき

ない。 p3、 p6は隅に位置して規模が小さく、補助的なものが予想されるが、これも他の隅

では確認されてなく断言できない。

〔竃〕南壁の東端近くにあり、側壁、煙道、煙出しが確認されている。上半は、 Dc3溝によっ

て破壊されており天井石等は遺存していない。燃焼部は住居跡内にあり、規模が0.5×0.5mほ

どである。中央部には焼土に埋設した状態で支脚と考えられる須恵器杯が伏せられている。両

側壁はシルトで構築され、中に川石を芯として用いている。煙道には底部を取り除いた整形土

器を埋設しており、その長さは約l.Omである。底面は壁付近から一段上がり、その後下り勾配

で煙出しに続く。煙出しは0.8×0.65mの長円形をなし、その深さは検出面から0.3mほどであ

る。廃土は焚口付近と竃西方に大きく広がっており、現地性焼土は燃焼部床面と煙道周壁に認

められ、その厚さは5へ10c皿である。なお、煙出しから土師器杯2個体が発見され、上部付近

一帯には須恵器大饗が散在している。

〔伴出遺物〕 住居跡床面と煙道、煙出しから杯、饗、大変、それに石器、砥石が発見されて

いる。床面遺物は主に竃周辺から出土したものである。完全な形で出土したものは砥石のみで、

土器はすべて破損している。

杯:発見された拘ま器形の復原できるもの2点、実測可能なもの3点である。このうち4は

竃の支脚としていたと考えられるもので燃焼部の中央に伏せてあったものである。 1へ3は内

面黒色処理を施したもので、 4、 5は薄い青灰色をなす軟質な須恵器である。前者はいずれも

ロクロ成形されたもので、底部は回転系切技法による。 1は休部がゆるやかに内管しながら立

ち上がり、そのまま口縁端に続く。器肉が厚くなめらかで、安定感のある器形をなす。若干ゆ

がんでいる。 2は器肉が薄く、凹凸が認められる。なお、 1、 3の内面は一部赤褐色を呈して
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おり、へラミガキされているようであるがはっきりしない。後者もロクロ成形されたもので、

底部が回転糸切技法で切離されている。 4は腰のはった器形をなし、口綾部が外反している。

器壁の凹凸は少ない。

聾:図示できるものは口緑部2点、底部l点である。いずれも大型の長胴の饗である。この

うち6は底を抜いて煙道に使用されていたものである。口綾部は両者とも強く外反し、上下両

端に挽き出されている。休部はゆるやかに攣曲し、中央よりやや上位に最大径をもつと考えら

れる。体部上半から口綾部にかけてロクロ成形され、その後縦方向、斜方向、下端は横方向に

へラケズリされている。底部は8によるとへラケズリされているようである。なお、 7は器肉

が薄く脆弱である。いずれも焼成は良好で、特に6は硬質に焼成され薄い青灰色、灰褐色を呈

(15.6)、 6.3、 4.2-4、8 21.」、

0 0 10(、m

第I3図 Db6竪穴住居跡出土遺物(i)
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している。器表面に炭化物が付着している。

以上の他には小型嚢の休部破片がある。ロクロ成形痕が顕著で凹凸が著しい。

大饗:破片を含めて5個体認められる。いずれも破片で、器形の捉えられるものは2点であ

る。 9は口綾部が「く」の字状に屈曲し、口唇部下端に稜線をもち、 1条の洗練がめぐる。体

部は大きく脹らむもので、中ほどに最大径をもつと見られる。頸部からロ綾部にかけてはロク

ロ成形され、下半は全面格子状叩き白文をもつ。内面は無文であるが、小さな凹凸が観察され

る。なお、体部中ほどには窯入れの際に生じたと見られる凹みが認められる。

10は口綾部が大きく外反し、口端部を折り返して下方に挽き出している。ロクロ成形されて

いるが大きくゆがんでいる。 11は丸底で、体部が緩やかに蟹田しながら立ち上がる。全体形状

は底部が先細となり、肩部の張る形をなすと思われる。底部を含む全面に平行線状叩き目文が

施され、一部格子状を呈す。内面は無文で滑らかである。なお、休部中ほどには窯壁の一部と

(38.0)、 -、一

//
/

/
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…
「
\

第i4図 Db6竪穴住居跡出土遺物(2)
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思われるものが付着している。両者とも器壁が薄く、前者は自然紬のためか全面ガラス光沢を

なし、 11は灰粕が体部中ほどまで流れている。焼成は良好で青灰色をなす。

12-15は休部破片である。前2者が斜格子状叩き目文をもち、後者が平行線状の叩き白文を

もつ。内面はいずれも無文である。焼成は良好であるが、 12、 13はサンドイッチ状に色調が異

なる。

砥石:方形を基調とするが、成形痕をもつ一端

が丸味をなす。主な使用面は表裏両面と右側面の

3面で強度に擦り減っている。上面と右側面には

横方向の鋭い条痕が見られ、下端は折損後に成形

したものと思われる。

以上の他には石斧の基部と考えられるもの(17)

5e爪

と、掻器(5)が発見されている。混入であろうか。 第I5図 Db6竪穴住居跡出土遺物(3)

〔壇上遺物〕 この住居跡では壁土として取り上げられたものは杯2点、襲1点のみで、他は

表土層、第l層あるいは黒色土層から採集されたものである。これらの中には床面遺物と接合

するものがあり(須恵器襲9、 Il、 13、 14)、住居跡に伴うものも含まれている可能性がある。

発見された遺物は杯75点、饗81点、壷1点、それに縄文土器8点、石器6点である。ほとんど

(16,0)、 (6.5)、 (4.1)
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第I6図 Db6竪穴住居跡埋土遣物
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のものは小破片で全体形状の判明するものは小型璽1点のみである。

杯・高台付杯:発見された杯は土師器73点、須恵器2点である。前者のうち内面黒色処理し

たものは8点、内外黒色処理したものが4点でほとんどのものが黒色処理を施していない。

これらのうち実測可能なものは口縁部1点、底部3点、高台部2点である。

lが青灰色をなす須恵器で、 2へ4は黄橙色、灰白色の土師器である。前者はロクロ成形さ

れたもので、底部は回転糸切技法によって切離され、体部下端がへラケズリされているようで

ある。器形はゆるやかに内管しながら立ち上がり、口綾部が外反する。内外面のロクロ成形痕

が顕著である。

後者もロクロ成形されたもので、底部は回転糸切技法による。体部はゆるやかに立ち上がる

ようである。胎土はいずれも精製されたものを用い、焼成が良好であるが、 3は器肉が薄く軟

質である。 5、 6は高台部のみの破片である。 5は外方に大きく開くもので、 6は直線的であ

る。端部は両者とも外方に挽き出され、 Bi65住のものに類似している。焼成は良好で硬質に焼

き上っている。色調は灰白色であるが、一部褐色を帯びる部分が見られる。内面黒色処理した

ものは器壁が比較的薄いものが多い。いずれもロクロ成形されたもののようで、口綾部の外反

するものが目につく。内外両面黒色処理を施したものは比較的器壁が厚く、攣曲度が強いよう

である。内外面ともに丁寧にへラミガキされている。

蛮:図示できるものは2点である。 7は口綾部が大きく外反するもので、端部が僅かに上方

に挽き出されている。器壁が薄く、ロクロ成形痕をもつ。軟質で、中型饗と考えられる。 8は

全体形状の捉えられる小型饗で、幾分胴の張る器形をなす。ロクロ成形されたもので、底部は

回転糸切底である。口縁部は強く外反し、若干上方に挽き出され、口唇部外面にはl条の沈線

がめぐっている。船上には小石を含み、脆弱である。なお、口綾部内側には煤状の付着物が観

察される。以上の他にはロクロ成形痕をもつもの、ケズリの施されたもの等の大型聾の破片が

ある。また、攣曲度の強い体部破片が見られる。器肉が厚く、ロクロ成形後に外面へラケズリ

されたものである。色調は黄橙色をなし、硬質に焼き上がっている。

さらには須恵器聾の破片が23点見られる。いずれも破片で、数量的には14の叩き白文をもつ

ものが多い。 11は口縁部破片でゆるやかに外反する。端部は両端に挽き出され、幾分受口状

をなす。口縁部は沈線状を呈している。頸部外面にはかすかに叩き白文を残している。色調は

灰青色である。 1l、 14は縄状叩き白文をもち、 12、 13は平行線状の叩き目文を有す。内面は前

者がなめらかな無文で、後者は12が青海渡文、 13が平行線状の叩き白文をもつ。 11へ13は青灰

色を呈し硬質であるが、 14は灰白色を呈し軟質である。

壷:壷と考えられるものは長頸壷の頸部とみられる1点である。須恵器と考えられるが、色

調は褐色を呈し、軟質である。なお、縄文土器、石器については4で一括している。
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ー成 沢 遺 跡-

6 Df18竪穴住居跡(第17図 図版2)

Df18竪穴住居跡は調査地の南部にあり、斜面上位に位置している。成沢川の北約45mで、農

道の南約10mにあたる。竃の両側壁が残存しているもので、保存状態は比較的良好である。遺

物は培土に少量認められるほかは床面から復原可能なものが12点発見されている。なお、中央

部には縄文時代のものと考えられる土螺が存在する。

〔平面形・規模〕 平面形は南北約3.6m、東西約4.lmの正方形に近い方形をなす。隅は幾分

丸みを有している。長軸方向がN76OE (短軸方向N14Ow)である。

1.黄色祐量 ハミスを含む、諦つている

蕊蕊」
l.約〇色 相 土 非常にがだ〈締っている

2.黒色火山灰土 ボソボソ∫ている

3.雄 色 相 土 井常にやわらかし、

2.袖色混上 映、焼十村を含む、おノお′してし薫,∴∴∴∴4.祇色混土 ボソボソしている 造物を含む

第I7図 DfI8竪穴住居跡
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ー成 沢 遺 跡一

〔壁〕 地山を壁とし直線的であるが、隅の部分が攣曲している。特に東辺の聾曲が著しい。

壁高は10-25cmで南辺が低くなっている。

〔床〕地山を床とし、水平に近い平坦をなす。中央にDf15土塀がある。なお、推定北竃周辺

及び中央(土塊北半)に焼土が散在している。

〔柱穴〕 pitは住居跡内3個、住居跡外1個の計4個が検出されている。 P l、 P3は北東隅、

南東隅にあり、主柱穴が想定される。ただし、 p3は竃燃焼部右側壁下にあたっており、同時

存在はあり得ず先行するものと考えられる。 p 3の培土は4層に分けられ、 ①層は茶褐色粘土

で貼床と考えられる。 ②層は黒色火山灰層で、 ③層が黄色粘土層である。 ④層は茶褐色泥土で

遺物が混入している。 p2は燃焼部右側壁先端部にあり、これも主柱穴と見られる。 p3が先

行すると考えられ、造り替えされた可能性がある。 p 4は北東隅の外側0.5mに位置している。

いずれも大きさは直径30cm前後で、深さが8へ25cmである。

〔寵〕東壁南端にあり、両側壁と短い煙道をもつ。燃焼部は住居跡内にあり、規模は0.5×

0.7mほどである。左側壁は0.75mで、右側壁が0.5mほどで短くなっている。後者の先端にはP

2があり、おそらくは主柱に接続していたものと推察される。両側壁ともシルトで構築されて

おり、特に川石等を用いていない。煙道は崩壊しているが直径20cmの円形で、約0,6mを計測す

る。底面は登り勾配で煙道部に続くと見られるが、明確な煙出しは確認されていない。なお、

焚口付近には須恵器片が散在していた。

また、東壁北寄りには堂外に煙道と見られるものが認められ、住居跡内では右側壁と思われ

る高まりが見られる。先行する竃の痕跡と推測される。南東隅のp2はp3の造り替えの可能

性があり、 p3が当竃に伴う柱穴と理解される。

〔伴出遺物〕住居跡床面(特に竃焚口付近に集中)、貯蔵穴から杯と饗が発見されている。遺物

はほぼ復原できるものが1点、図化可能なものが11点で、完全な形で遺存していたものはない。

杯:発見された拘ま図化可能なものを含めて8点である。 1へ4の4点は内面黒色処理を

行っているもので、 5-8は黒色処理されていない。これらのうち4、 7は貯蔵穴から発見さ

れたものである。前者はいずれもロクロ成形されたもので、回転糸切底である。休部は内野し

ながら立ち上がり、そのまま口縁端に続くもの(1)と、外反するもの(2)とがある。内面はへラミガ

キされているが、不明瞭なものも含まれている。色調は内面黒色をなすものは外面が灰白色を

呈し、赤色変化した部分の認められる2、 3は赤橙色をなす。

後者もロクロ成形されたもので、底部が回転糸切技法で切離されている。体部は内管しなが

ら立ち上がり、そのまま端部に続く。器壁はなめらかであるが、 5の外面は凹凸が著しい。色

調は白色に近い青灰色である。胎土は精製されたものを用いいずれも軟質である。

饗:饗は4個体が知られる。いずれも大型の饗である。このうち10は壁土遺物と接合するも

一
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第18図 Df18竪穴住居跡出土遺物(l)
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ので、当住居跡に伴うものかどうか

疑問の残るものである。 9は底部を

欠き、 10、 11が口綾部破片で、 12は

口縁部を欠く破片である。口綾部は

いずれも強く外反し、 9、 10の端部

が上方に挽き出されて受口状をな

し、 11は上下両端に挽き出されてい

る。休部は中央よりやや上部に最大

径をもち、ゆるやかに聾曲する。体

郡上半から口綾部にかけてロクロ成

形され、その後頚部下端からへラケ

ズリされている。ただし、 12のケズ

リは中央部からである。底部は12に

よるとへラケズリされているようで

ある。なお、 11は器肉が薄く軟質で

あるが、焼成はいずれも良好である。

特に9は硬質に焼き上がっている。

以上の他には小型饗と思われる休

部破片が2個体ある。いずれもロク

ロ成形痕を顕著に残すものである。

大変:体部破片が3個体認められ

る。器厚が1.lへl,9cmで大聾と考え

られる。外面には平行線状の叩き目

文をもち、一部斜格子状を呈するも

のがある。内面は平滑に仕上げられ

(24.0) 、〇、鵜

告11 

臆 

園 
漢 

‾、 (12.0)、 30以上

ー 

臆 

臆 
臆臆園 

凧 
∴∵∴∴ 

\ここ、\\主 

\\ 

川- l 

1、}-⊥/、1 

第i9図 DfI8竪穴住居跡出土遺物(2)

ているが、部分的にかすかな当具痕が観察される。焼成は良好で青灰色をなし、器表面は若干

ガラス光沢をなすものもある。中には砂粒の付着しているものが認められる。

〔壁土遺物〕この住居跡は表土層のほか埋土Cとして取り上げている。しかし、断面図は作成

されてなく相対的な位置関係ははっきりしない。また、カマド埋土C、カマド上II層出土とし

たものがあって、接合するものがある(埠3)。さらには床面出土遺物と接合するものが含まれ

ている(襲10の4点)。これらはいずれも竃周辺に位置しており、あるいは住居跡に伴うものか

もしれない。ここでは一応、床面接合遺物を除いて壁土遺物として取り扱っておく。
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」

14 I

第20図 Dfi8竪穴住居跡出土遺物(3)

0 5 1 (kim

発見された遺物は杯5点、饗17点、須恵器饗1点、それに縄文土器25点、使用痕を有する剥

片l点(10)である。

杯はいずれも細片で形状の捉えられるものはない。内面黒色処理したものを2点含んでいる。

饗はロクロ成形痕をもつもの、へラケズi)痕をもつもの等の体部破片で器肉の厚いもの、薄い

ものが見られる。胎土に石英等の砂粒を混入するものが多い。須恵器聾はDb6住居跡の9と接

合するものである。

なお、縄文土器、石器については遺構以外の出土遺物で一括している。

3 その他の遺構

1 Cg62溝: Cg62溝は調査地の南東部にあり、南端がCh59住居跡と重複している。当遺

構は耕作土(表土)除去後ただちに発見されたもので、竪穴住居跡より新しいと推測される。

方向はN61。Eであり、約6度の勾配をもって南西に傾斜している。検出面の幅は約50cmで、深

さが40cmほどである。断面形はU字状をなす。

2 Dc 3溝(第12図) :Dc3溝は調査地の南部にあり、一部Db6住居跡を切っていると見

られる。方向はN500Eであり、南西に向って緩やかに傾斜している。検出面の幅は35cmで、深

さが5cmと浅い。

3 Ca68土蹟(第4図) :Ca68土塀はBi65住居跡の煙出しと重複している。平面形は直径

約l.2mの円形をなし、深さが20c肌である。埋土は黒色土である。

4 Df15土墳(第17図) :Df15土塀はDf18住居跡のちょうど中央にあり、上半が同住居跡

によって削平されたと見られる。平面形は直径l.4mの正円をなし、深さが0.2mである。埋土

は褐色土、黄色火山灰質粘土で焼土が混入している。中から縄文土器4点が発見されており、

縄文時代のものと推測される。なお土器は無文の胴部破片であり、時期は不明である。
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4 遺構以外の出土遺物

遺構以外の出土遺物は竪穴住居跡出土以外のものと、成沢川に画した南斜面から大量に採集

されたものである。発見された遺物には土師器、須恵器、石製品、鉄製品のほか、縄文土器、

石器等がある。このうち前者は主に南斜面から出土したものであり、後者は住居跡壁土を含め

る平坦地からの発見である。

なお、縄文土器、石器については数の少ないこともあって、竪穴住居跡出土遺物を合わせて

記述している。

1 土師器、須恵器(第21-25図 図版9、 10)

古代に属する遺物は土師器、須恵器、それに若干の鉄製品、石製品である。器種には杯、饗

大饗、壷等がある。

杯:発見された杯のうちで図示可能なものは13点である。いずれもロクロ成形されたもので、

酸化燭焼成されたもの9点、還元炬燵成されたものが4点である。前者には内面黒色処理され

たものと、行われないものとがあり、 3者の中では黒色処理を行ったものが圧倒的に多い。

1-6が内面黒色処理を行ったもので、体部が内攣しながら立ち上がる。 □綾部が外皮する

ものと、そのままおさまるものとがある。器肉は比較的薄いものが多く、器面のロクロ成形痕

はあまり目だたない。ゆがみも少ないようである。底部は2の中央部が極めて薄くなっており、

l、 4、 5では逆に厚く盛り上がっている。切離し技法は4がへラケズリ調整されていて不明

であるが、他は回転糸切底のようである。内面の調整は不明瞭なものが多い。船上は精製され

たものを用いているもの(6)もあるが、砂粒を含んでいる。特に2、 5では金雲母の混入が目に

つく。

7-9が黄橙色、褐色を呈するもので、前2者は休部が直線的に立ち上がるものである。 7

は腰部が張り、口縁部が外反している。器肉は比較的薄く、器面の凹凸が少ない。底部は両者

とも中央部が盛り上がり、切離し技法は回転糸切によるもののようである。胎土には綱砂を含

み、焼成は良好であるが脆弱である。後者は口径に対して底径が大きいもので、安定感のある

器形をなす。体部の立ち上がりは前者に比較して強いもので、口綾部が僅かに外反する。精製

された胎土を用いており緻密である。

10-16が還元焔焼成されたもので、休部は13が僅かに内質し、11、12が直線的に立ち上がって、

口端にそのまま続く。器肉は比較的厚手で、器表面の凹凸が少ない。底部は回転糸切底で、中央部

が盛り上っている。10は9と同様に口径に対して底径が大きいもので、安定感のある器形をな

す。体部は緩やかに立ち上がり、口綾部近くで外反する。器面の凹凸は顕著で、口唇部に重ね

焼痕を残す。底部はへラ切技法による唯一のものである。なお、13は底部と休部の境界に明瞭な

段をもち、11、12は体部下端が回転へラケズリ調整されている。焼成は良好で青灰色をなすが、13

ー
289

葛



成 沢 遺 跡-

14.2、6.0、5.2 南斜面

〈14.0)、 (6.8)、4.3

口4.0)、 (6.8上4.8-5.1 南斜面

(1工0)、5言上博一工()

\13.0)、 (5.6)、4.3 南斜面

(13.用、 (6.0)、」.2 南斜面

(1しま.0〉、6.0、4.8 南斜面

1ご.了上6.(巾.5 南斜面
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第2I図 遺構以外の出土遺物用
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は薄い青灰色を呈し、軟質である。

以上の他には図示できないが、酸化燭焼成された赤橙色の高台付杯がある。

襲:図示できるものは口綾部5、底部2の7点である。いずれも酸化燭焼成されたもので、

23を除いてロクロ成形されている。

17-20は大型の長胴の饗である。口綾部は17が強く屈曲し、 19、 20が強く外反し、 18が緩や

かに外反する。口端部はいずれも上方に挽き出されている。体部は緩やかに攣曲し、中央部よ

り若干上位に最大径をもつと見られる。体郡上半から口綾部にかけてロクロ成形され、その後

19、 20は頸部下端から縦方向にへラケズリされている。ただし、 19のケズリは中央付近からで

ある。なお、 18の器面には部分的に平行線状の叩き目痕を残している。内面では18が不定方向

のへラナデ痕、 20が刷毛白状の横ナデ痕が認められる。器肉は20を除いて薄く、比較的ロクロ

成形痕が顕著である。特に20の頸部では3段の段状の成形痕をもつ。いずれも焼成は良好で、

硬質に焼き上がっている。

23はロクロ不使用の饗の底部で、体部が直線的に立ち上がり円筒状を呈す。外面は器壁が荒

れて詳細は不明であるが、縦方向にへラケズi)されているようである。内面は紐巻き上げ痕を

残し凹凸が著しい。焼成は良好でやや硬質であるが、胎土に砂粒を含み非常に脆い。

2l、 22はロクロ成形された小型聾である。 21は口綾部が強く外反するもので、端部に稜線を

もつ。休部は緩やかに攣曲し、中央よりやや上位に最大部をもつと見られる。 22は回転糸切底

を有する底部で、休部は下端に段を有するが、ほぼ直線的に立ち上がる。両者とも器肉が薄く、

14.2以上、 (6.0)、5.5以上 「轟斜面 (11.0)

(13.8)、臆、-一 南斜面

(13.6)、6.6、4.7へ4.9

星
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第22図 遺構以外の出土遺物(2)
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ロクロ成形痕をもつ。以上の他には還元焔焼成された饗あるいは壷の破片がある。いずれも細

片で図化できるものではない。体郡上半から口綾部にかけてロクロ成形、下半がヘラケズリ調

整されているものである。中には平行線状の叩き目痕を残すものもある。

大蛮:図示可能なものは2点である。 24は頸部が「く」の字状に屈曲するもので、口縁部が

直線的に外傾している。口端部外面にl条の沈線がめぐり、下端が稜線をなす。体部はゆるや

かに攣曲し、肩部の張る形をなすと思われる。頸部から口綾部にかけてロクロ成形され、下半

は平行線状の叩き白文をもつ。肩部の自然粕が剥落してザラザラしている。内面は無文である

が小さな凹凸が観察される。口縁内側には沈線状の凹がめぐっている。器厚は1.1へl.8emで比

較的厚い。

25は体部が開きながら立ち上がる底部破片である。外面が横あるいは斜方向にへラケズリさ

れ、下端部にかすかな平行線状の叩き白文を残す。内黒は無文で凹凸をもつ。底は不定方向に

へラケズリされている。両者とも焼成は良好で青灰色をなし、堅額である。

(36.0)、臆-∴-.

第23図 遺構以外の出土遺物(3)
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26へ30は休部破片で、いずれも平行線状の叩き白文をもつ。内面は28、 30が青海渡文をもち、

29が花文状の叩き白文をもっている。 26、 27は無文で、前者の凹凸がやや顕著である。焼成は

27を除いて、青灰色をなし硬質である。特に26、 30は器表面が濃厚なくすべ色をなす。 26は薄

い青灰色をなし軟質である。なお、 28は灰粕のためガラス光沢を有す。

鉢:図示可能なものl点である。 31はロ

クロ成形されたもので、体部がゆるやかに

立ちあがり大型の碗状をなす。底部は上げ

底風で、回転糸切底である。器厚は杯より

やや厚く、外面にはロクロ成形痕が観察さ

れる。内面は黒色処理されているが、暗褐

色あるいは赤橙色をなす。

二二二
0 5 1しklm

第24図 遺構以外の出土遺物(4)

以上の他には口綾部が直口ぎみに立ち上がるもの、外反するもの、外反し端部が上方に挽き

出されているものなどの口緑部破片がある。いずれも杯より大きくなるもので、この種の口綾

部と考えられるが、口端部までl-6と同様に黒色処理が施されている。

砥石:破損しているものを含めて2点である。 1は流紋岩製で、自然石をそのまま利用した

もので、 2面の使用面をもつ。 2は淡緑色細粒凝灰岩製で方形をなす。 4面を使用面とし、主

な使用面は2面で、他は先行する使用面と見られる。折損部と1面を残して全面黒色を呈す。

両面とも著しく擦り減っている。

第25図 遺構以外の出土遺物(砥石)

-
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2 縄文土器(第26図 図版11)

調査地全域から縄文土器、石器が採集されている。ほとんど第l層から発見されたものであ

るが、住居跡壁土あるいは床面出土遺物をも一括している。

縄文土器は細片を含めて86点である。すべて破片で器形の把握できるものはなく、時期は不

明であるが、文様等から縄文時代前期初頭のものと、中期中葉のものが存在するようである。

また、細片であるが、晩期と考えられるものが数点含まれている。

前者は主にA地区から発見されたもので、比較的大破片が多い。口綾部4点、胴部25点、底

部3点で、大型深鉢形土器と見られる。底部は平底で直線的に立ち上がり、やや開きぎみの口

綾部に続く。口綾部は平日縁で丸くおさまる。文様は太目の単節斜縄文(無節を含む)の地文

のみ(1、 3)で、撚糸文も認められる(2)。器壁は厚く、焼成は良好で赤橙色をなす。

後者は主にC、 D地区の成沢川に画した斜面から発見されたものである。細片が多く器形の

復原されるものはない。文様は縄文、撚糸文の地文のみのもの(4)と、沈線あるいは隆帯を貼付

するもの(5、 6)とがある。
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第26図 遺構以外の出土遺物(縄文土器)
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3 石器(第27図 図版11)

発見された石器は石匙1、掻器6、石錐1、使用痕を有する剥片7、磨製石斧2、岩偶状石

製品1で、他は屑片17である。

石匙及び掻器

つまみを有するものを石匙とし、明らかに刃部加工されたものを掻器とした。 lは小型の縦

型石匙であるが、両面加工的な刃部が対辺に形成されている。片面に大きく自然画を残す。凝

灰質硬質泥岩である。 2へ4は円形を基調とするもので、ラウンドスクレパーと見られる。刃

部は周縁に形成されている。 5はつまみが付くと横型石匙と見られるもので、方形をなす。 6

は三日月に近い形をなす不定形で、左右両側縁を刃部としている。このうち、右側縁の上半部

は押圧剥離によるものであるが、下半部と裏面、それに左側縁は打撃剥離によるそれである。

刃部は6を除いて、主要剥離面からのみ剥離加工されている。使用痕はすべての刃部に細破砕

痕が観察される。石材は凝灰質硬質泥岩2、硬質泥岩2、珪質泥岩l、黒煙石1である。なお、

5、 7は素材が薄く、刃部角が鋭角で削器的なものである。

石錐

8は縦長剥片を横に使用したもので、 1側線に片面から加工された短い錐部をもつ。錐部は

鋭く尖り、つまみが極端に大きい。硬質泥岩である。

使用痕を有する剥片

使用痕を有する剥片は、剥片の一端に小さな剥離痕をもつもので、掻器とは刃部加工(使用

痕)の不規則性、縁辺の一部使用であることで区別される。全体的形状は素材に大きく左右さ

れ、定形化されていない。大きさも区々であるが小型のものが多いようである。使用痕は細破

砕痕(9、 13へ16)と、剥落痕(10、 11)で、 13、 15、 16の3点は摩耗している。なお、 16は

石刃様の剥片、 15は調整剥離面を有する剥片、 11は自然面を有する剥片を利用している。石材

は凝灰質硬質泥岩4、硬質泥岩1、珪質泥岩1、松樹岩1である。

磨製石斧

破片を含めて2点である。 17は基部のみの破片で、先端が平坦となっている。断面形は長円

形で、側線が丸く稜線をもたない。粘板岩製で全面研磨されている。上面からの加圧による折

損である。他は硬質泥岩の細片である。

岩偶状石製品

中期前葉の板状土偶の上半部に類似するもので、両手を左右に伸ばした形をなす。扁平な方

形の石質凝灰岩を腕の部分を除いて研磨したもので、両腕が作出されている。背にあたる部分

には沈線が認められ、裏面(おそらくは前面)が剥落している。頭部及び脚部については不明

である。
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Bf68- I
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三二‾二二)
Bg27- I

Bf18- I

第27図 遺構以外の出土遺物(石器)
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但し5、 17はDb6竪穴住居跡、床面出土、

10はDf18竪穴住居跡埋土出土である。



ー成 沢 遺 跡-

IⅤ まとめと考察

1 藩境塚について

藩境塚は南部藩と伊達藩の境界として寛永19年(1642)に築かれたものである。その後中塚

が築かれ、度々「刈払い」 「上置」など補修され、標式として機能したものである。しかし、廃

藩置県以降は存在意義を失なって放置され、崩壊するにまかせている。中には開墾等によって

破壊されたものも存する。そこで昭和38年から41年にかけて北上川以西の現況実態調査が行わ

れ「南部伊達両藩藩境塚、一北上川以西の部-」として報告されている。

藩境塚には大塚と小塚があって、調査報告書によると北上川以西の大塚は40で、小塚は時代

によって幾分変動しているようであるが315と捉えられている。このうち中塚は延享3年(1746)

の「御境小塚繕築直シ並新規上置等、他領御当地古人出会相立申覚、外諸伝記」によると椛峠

大塚と日影山大塚の間のものが「中塚敷壱問半四方、高サ四尺くらい」で、前欠大塚以東が「是

より小塚敷壱間四方、高サ三尺五寸也」と竃諸、構築されたものは前者が約2.7m四方で高さが

的1.2m、後者は約1.8m四方で約1mの高さであったことが知られる。ところが、昭和38年

に調査された小塚No267 (前欠大塚以東にあたる)は4.5尺(1.36m)四方で高さが僅か37.5cm

であったという。かなり崩壊していたことが伺える。

大塚は実態調査報告書によると下表のとおりである。

大 塚 東 西 南 北 高さ 大 塚: 東 西 雨∴∴∴」ヒ 璃き 

二 番 22.3尺(6.8爪) 23.0尺(7.O調) 1.5調 泉徳寺沖 16.0尺(4.8m) 18.0尺(5.5m) 0.9調 

三 番 △21.3 (6.5) 27.6 (8.4) 2.3 五 代坂沖 17.5 (5,3) 18.0 (5.5) 1.0 

高i∴∴∴孫 20.0 (6.1) 19.0 (5.8) 0.6 う と う坂沖 16.0 (4.8) 19.0 (5.8) 1.0 

大 平 重5.0 (4.5) 16.0 (4.8) 0.9 羽 場 沖 宣6.0 (4.8) 17.0 (5.2) 1.0 

水 沢 森 10.0 (3.0) 10.0 (3.0) 0.6 柳 上 沖 18.0 (5.5) 18.0 (5.5) 1.0 

椛 峠; j己 戯 な し 正賞市河 18.0 (5,5) 23,0 (7.0) 1.2 

日 影 山 10.0 (3.0) 11.0 (3,3) 0.6 砥 坂 沖 17.0 (5.2) 15.0△(4.5) 0.8 

柳 瀬 9.5 (2,9) 10.0 (3.0) 1.1 ′ト 塚 4 4.5 (1.4) 44.5 (1.4) 0.4 

餌) 制 14.7 (4.5) 14.5 (4.4) 0.6 滝 沢 沖 記 載 な し 

前 発卜 山 14.0 (4.2) 15.0▲ (4.5) 0.9 旅 淵飾沖 消 滅 

手 7先 16.0 (4,8) 15.0 (4.5) 0.9 川 原 沖 潤 子域 

上 平 袋 12.0 (3,6) 13.0 (3,9) 1.0 八 幡堂沖 消 滅 

下 平 袋 12.5 (3.8) 13.0 (3.9) 1.2 積雪 塚 沖 消 滅 

白 撞卜 沖 13.0 (3,9) 12.5 (3.8) 1.1 打 越 沖 消 滅 

内 野 沖 15.0 (4.5) 14.0 (4.2) 1.5 金 l噴 油 渦 i域 

橋 灯 18.0 (5.5) 15.0 (4.5) 0.9 堀 切 上 記 載 な し 

和 田 沖 14.0 (4.2) 12.0 (3.6) 1.0 堀 切坂脇 52.0 (15.8) 15.0 (4.5) 7.6 

1i名音 持し 沖 14.5 (4.4) 15.5 (4.7) 0.7 赤 本 鼻 64.0 (19.4) 宣06.0 (32.1) 3.0∠ゝ 

八 天 板 18.0 (5.5) 16.0 (4.8) 0.8 

これらはいずれも方形で、特に大型な堀切坂脇大塚と赤石鼻を除くと、 22.3×23.0尺(6.69

×6・9m、二番大塚)を最大とし、 9.5×10.0尺(2.85×3.Om、柳瀬大塚)を最小とする。また

高さでは2.34m (三番大塚)を最高とし、 0.57m (水沢森大塚)を最低とする。大多数のもの

は14-20尺(4-6m)四方で高さでは1m前後のものが多い。今回調査されたものは1辺

4.Om以上で高さが1.2mであり、大塚に相当すると考えられる。
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それではどの大塚であろうか。柳上沖大塚は享保9年(1724)一元文2年(1737)の「御境

小塚繕築直新規塚数改申覚帳」と延享3年(1746)文書(前掲)では「成沢東向柳上之沖」と

しており、成沢川の東にあたることが知られる。柳上沖大塚の西が羽場沖大塚である。同塚は

実態調査報告書では東西16.0尺(4.85m)、南北17.0尺(5.15m)、高さ104.5脚としており調査

された藩境塚に極めて近い数値を示している。また、同報告書の大塚形状実測図の羽場沖大塚

(236)は北に接して道路が図示されており、今回のものと一致する。

以上のことから今回調査されたものは羽場沖大塚と見られる。

注(1) 「南部伊達両諸藩境塚一北上川以西の部○○岩手県教育委員会 (昭48)

(2)前掲所収の付録南部伊達両藩藩境塚関係資料集録による。

2 竪穴住居跡について

今回の調査で発見された竪穴住居跡は6棟である。このうち2棟は大半が農道のため破壊さ

れたもので、 l棟は内部施設が認められず住居跡かどうか不明なものである。その分布は成沢

川に画した斜面上部に比較的多く見られ、他は散在する程度である。

平面形は方形を基調とし、ほとんど正方形に近い。規模は1辺が3.5へ4.5mで比較的小型で

ある。堆積土は4層に細分され、上層は黒色腐植土、茶褐色泥土で流入堆積と見られ、下層は

褐色泥土、黒褐色泥土で、壁の崩壊等による先行する堆積土と考えられる。いずれも自然堆積

とみられるものである。なお、 Db6竪穴住居跡の2層はいわゆる粉状パミスである。

壁は地山を壁とし、壁高が15へ35cmで全体的に南壁が低くなっている。床面はほとんど水平

で、貼床等は認められない。また、いずれにおいても周溝は確認されていない。柱穴はBi65住

では4柱で南側列が壁に接している。Db6住は北側柱穴が各壁から1.2m内側にあり、同様の配

霞が想定される。なお、 Df18住のP2は竃側壁先端部に位置し、特異な例である。

竃は2棟が南壁東寄り、 1棟が東壁南寄りである。燃焼部はBi65住が若干壁外に出ている

が他は壁内に納まる。側壁はシルトで構築されているが、中には小さな礫を芯としているもの

もある。 Bi65住では側壁先端部に小さなpitが検出されており芯石を設置した穴と推測され

る。煙道は比較的長く、 Bi65住では中ほどで屈曲している。 Db6住は一部くり抜きで燃焼部近

くでは底を抜いた襲型土器を利用している。このような例は相去遺跡において2例知られる。

煙道底面は壁の部分で-段上がり、下り勾配で煙出しに続いている。煙出しは直径0.3へ0.5m

の円形で深さが0.3-0.5mのpit状を呈す。なお、 Db6住では支脚として杯を伏せて利用し

ている。

貯蔵穴と考えられるものはBi65住の竃右側壁外側のP鵜6と、 Df18住のP-3である。前

者は杯及び高台付杯を出土するもので、焼土粒及び灰を含んでいる。遺物は竃周辺遺物と接合

するもので、廃棄段階に混入したと考えられ、空洞になっていたと見られるものである。後者
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は杯を出土するもので竃右側壁の下にあたり、先行する貯蔵穴と考えられる。

伴出遺物は床面、煙道、煙出し、貯蔵穴から発見されたもので壁土下層のものを含む。床

面では竃周辺に集中しており、 Df18住では特に焚口部に密集している。伴出遺物には土師器、

須恵器、それに若干の砥石で、土師器には巧、高台付杯、饗等がある。

杯には内面黒色処理を施したものと無処理のものとがある。両者ともロクロ成形きれたもの

で、切離技法は回転糸切である。前者の器形は休部が内管しながら立ち上がるもの(Bi65住1 、

Db6住1.Df18住1, 3)と、直線的に立ち上がるもの(Bi65住2、 3、 4)とがあり、口

綾部はそのままおさまるものと外反するもの(Bi65住5)とがある。 Bi65住6は大きく内管

するもので口径が比較的小さく器高が高く碗形をなし、Df18住2は口縁部が大きく外反してい

る。器表面はロクロ成形痕を残すものと平滑なものがあり、器壁は比較的薄手のものが多い。

底部は薄くなるものと厚くなるものがあり、若干上底ぎみのものが大勢を占める。内面はへラ

ミガキされていると思われるが不鮮明なものが少なくない。また黒色をなすが赤褐色を呈する

ものが含まれている。焼成は良好であるが軟質に焼き上がっている。

後者は前者同様休部が内管しながら立ち上がるものと、直線的に立ち上がるものとがあり、

比較的後者が多いようである。口縁部もそのままおさまるものと外反するもの(Bi65住10、 11、

Ch59住2、 3)の両者が存する。ただし、 Ch59住1は底径が大きく器高が低く異質な感があ

る。底部は一部へラケズリされている。器表面はロクロ成形痕の顕著なものが多く、器壁は厚

薄両様がほぼ同数存在する。底部は厚くなるものと薄くなるものがあり凹凸の認められるもの

が目だつ。いずれも焼成は良好で硬質なものが多い。特にCh59住2は還元焔焼成されたもの

に近く灰白色を呈している。

高台付杯はBi65住のl点のみである。比較的高台の高いもので、下端が外方に挽き出され

ている。内面が黒色処理されている。

嚢はBi65住の21を除きロクロ成形されたものである。大きさに大小があり、大型の長胴の

饗は口綾部が外反するもので、口綾部は上下両方に挽き出すもの(Bi65住20、 Db6住7. Df18

住11)と上方に挽き出すもの(Ch59住10、 12、 Df18住9、 10)とがある。 9, 10は微かに受

口状を呈している。体部はいずれもゆるやかに攣曲するもので、中ほどに最大径をもつ。調整

は口綾部から体郡上半がロクロ成形で、下半は縦あるいは斜方向のへラケズリで下端は横方向

のへラケズリである。底部は摩滅していてはっきりしないがへラケズリされているようである。

いずれも焼成は良好で硬質に焼き上がっている。特にDb6住6, Df18住9は一部還元化して

いる。

Bi65住の21はロクロを用いないもので、休部の脹らみが少なく円筒状を呈す。口綾部が外反

するもので端部が微かに上方に挽き出されている。調整は口綾部から体郡上半が横ナデされ、
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下半は縦方向のへラケズリである。内面は横ナデされているようであるがはっきりしない。胎

土には小石を含み、脆い。

小型嚢はBi65住の2点のみである。口綾部が外反するものでその造りは単純なものである。

器表面にはロクロ成形痕を残している。

須恵器は杯と大婆がある。杯はDb6住の2点のみで、器形は休部が内替しながら立ち上がる

もので、口綾部は僅かに外反している。器壁の凹凸が少ないが、内面黒色処理されないCh59住

2の形に近い。底部は回転糸切底で、休部下端に小さな段を造り出している。軟質で二次焼成

のためか薄い青灰色をなし、本来の須恵器の色調とは異なる。

大聾は頚部が「く」の字状に屈曲して、休部が大きく脹らむもので、中ほどに最大径をもつと

見られる。口綾部は外反し、端部が下方に挽き出されている。底部は丸底でやや先細となる。

口綾部から頸部にかけてロクロ成形され、下半は全面叩き白文をもつ。外面が平行線状(斜格

子状となるものも含む)、格子状の叩き白文で、内面は無文のものも少なくないが斜格子状の当

具痕をもつ。器壁は比較的薄く焼成は良好でくすべ色をなす。中には自然粕のためガラス光沢

をなすものも認められる。

伴出遺物の組成は下表の如く住居跡によって若干異なるが、基本的にはロタロ成形された杯

類と土師器聾、須恵器大蜜からなる。

野:穴 住 居 跡 内 熱 処 理‡不 内黒熱処理‡不 須 恵 器 よ不 土 師 器 襲 須 恵 器 嚢 砥 石 

Bi65 住 9 9 4 1 l 

Ch 59 (主 9 3 

Db 6 住 3 2 3 5 l 

Df 18 住 4 4 4 3 

組成の違いは杯類にあって、 ①内面黒色処理を施したものと、施されないものからなるもの

(Bi65住、 Df18住)、 ②黒色処理を施したものと須恵器からなるもの(Db6住)、 ③黒色処理

の施されないものからなるもの(Ch59住)の3様が見られる。

なお、 Db6住の須恵器は軟質なもので黒色処理されない土師器杯(Ch59住2)に非常に類

似しており、遺構でも誌位置、柱穴配列等がBi65住に酷似し、 (Dの中に含まれるものかもし

れない。 Bi65住はロクロを用いない長胴嚢が伴っており、古い要素をもっているが、遺構では

Db6住と類似しており、出土遺物ではDf18住と近似していて、これら3棟はそれほど時間差

のないものと考えられ、集落を形成していたものと推測される。これらの住居跡は主体となる

遺物がロクロ成形されたもので ロクロ技術が定着した時期の竪穴住居跡と言え、宮地遺跡

の「住居跡における土器のあり方」の「第ⅡI群」にあたり、年代観は「9世紀後葉から10世紀

中葉にかかる時期」と見られる。

③のCh59住は構造については農道のため破壊されて不明であるが、宮地遺跡の「第IⅤ群」

に比定され、 「10世紀の後葉」の年代観が与えられ、後出する竪穴住居跡と言えよう
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注(1)井上克弘氏・山田一郎氏の「東北地方における奈良一平安時代遺跡埋土中の粉状パミスについて」では

胆沢火山灰とし、共給源を栗駒山にもとめている。

(2)相去遺跡現地説明会資料 第5地区第1号址、 10地区2号址

(3) 「東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書Ⅳ」 (宮地遺跡)岩手県教育委員会(昭55)

3 まとめ

当遺跡は村崎野段丘の最北端に位置し、成沢川に画した南斜面に立地している。検出された

遺構は縄文時代の土嬢1 、平安時代の竪穴住居跡6棟、近世の藩境塚、時代不明の溝2である。

発見された遺物は土師器、須恵器を中心に砥石等の石製品、鉄澤、鉄製品等である。それに若

干の縄文土器、石器等である。

古いものから順に記すと、縄文時代の遺構としては竪穴住居跡に破壊された土塀がl基確認

されたのみで、発見された遺物も土器が86片、石器が35点とそれほど多いものではない。辛う

じて生活の痕跡をとどめているもので,性格は後世の破壊を含めて不明である。なお、土器は

前期初頭、中期中葉のものと、数は非常に少ないが晩期と考えられるものが含まれている。

古代の遺構は破壊されたものを含めて竪穴住居跡6棟である。そのあり方は、成沢川に画し

た斜面上位に比較的多く見られ、台地中央部では少なくなる。おそらくは成沢川に添って東方

あるいは西方に続いていると見られ、集落を形成していたと推測される。

平面形は比較的小型な方形を基調とし、中には堆積土に粉状パミスを伴うものがある。轟は

南壁東寄りか、東壁南寄りで、煙道が比較的長く、襲型土器を用いているものが検出されてい

る。柱穴は基本的には4個と見られ両壁に接するもののようであり、貯蔵穴ははっきりしない

ものもあるが竃側壁近くに設けられている。

発見された遺物は土師器、須恵器等で、出土遺物の大多数を占める。土師器には杯、高台何

杯、長胴嚢、小型嚢があり、巧-はさらに、内面黒色処理を施したものと、施さないものがあり、

ほとんどの場合後者の音埠を伴っている。成形に際しては杯類はもちろん、蛮類においても、Bi65

住の長胴蛮l点を除いてロクロ成形されており、ロクロ技術の定着した時期にあたる。

須恵器には杯と大要がある。 ‡和ま軟質で薄い青灰色をなし、器形が内面黒色処理されない土

師器杯に類似していて、元来いわれている須恵器杯とは趣を異にする。蛮類については、破片

であるが、各住居跡に見られ、基本的に伴うものと考えられるが、それ以外の器種は極めて少

ない。須恵器生産の終焉にあたるものと考えられる。

当遺跡周辺には古代の遺跡が多数発見されており、一大遺跡群を構成している。この中で、

発掘調査されたものには、三十人町遺跡、葛西壇遺跡、卯ノ木遺跡、相去遺跡、高前田遺跡、

上大谷地遺跡等が器。前3者については部分調査で詳細は不明であるが、相去遺跡では5

地区1棟、 6地区3棟、 7地区2棟、 8地区6棟、 10地区2棟で、高前田遺跡では8棟、上大
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谷地遺跡では4棟と比較的規模が小さい。

当遺跡でも、東西に続くと見られるが、確認されたものは6棟でそれほど密集しているもの

ではなく、規模及び分布において類似していると言えよう。構造においても柱穴が南壁に寄る

とか、竃が東壁南寄り、あるいは南壁東寄りであるとか、煙道に嚢を用いるなど類似するもの

がある。また、出土遺物においても①ほとんどロクロ成形されたもので構成され、 ②拘こおい

ては須恵器が極めて少なく、あっても赤焼き土器に近いもお‡、 ①いわゆる赤焼き土器を伴う

など、共通するものがある。さらに堆積土においては、培土にいわゆる粉状パミスを葎号など、

非常に近接した時期の竪穴住居跡、集落と捉えられる。

以上見てきたように規模、住居跡構造、出土遺物等に類似点が兄い出され、相去遺跡現説資

料で指摘されている如く、当遺跡を含めて、各々の集落が有機的に関連していたものと推測さ

れる。すなわち成沢遺跡はこれら相去台地遺跡群の中の散在する1集落と捉えられる。

なお、住居跡の中には完全に埋没しきらないうちに鉄津、炉壁等の入ったものがあり、遺構

としては確認できなかったが、近くで鉄生産がなされたと考えられる。

近世には遺跡の北端が鬼柳村と相去村の村境となり、また、南部藩と伊達藩の藩境として塚

が築かれ、現在に至っている。調査された塚は規模等から大塚と見られ、成沢川との位置関係

から羽場沖大塚に相当すると思われる。構造は周辺の土を盛って叩いた程度のもので、下底部

には藩境塚の模式の木炭敷が確認されている。

注(1) 『北上市史」 (昭和43)所収 北上市道跡分布地図

『相去遺跡現地説明会資料」(昭和48) 所収 「相去遺跡」及び周辺追跡位置図

(2) 「北上市相去町三十人町道跡調査報告」斉藤尚己「北上市史暮」所収

「北上市相去町葛西壇遺跡発掘調査報告」沼山源善治「北上市史I 」所収

『卯ノ木遺跡発掘調査報告書」北上市教育委員会(昭和50)

『相去遺跡現地説明会資料」岩手県教育委員会 北上市教育委員会(昭和48)

「高前田遺跡現地説明会資料」岩手県教育委員会 北上市教育委員会(昭和49)

「上大谷地道跡現砲説明会資料」上大谷地道跡調査団(1972)

(3)宇和このみ限定されないもののようであるが、ここでは内面黒色処理されない土師器杯をさす、須恵系土

器、あるいは赤褐色、褐色を呈する須恵器を含む。

(4)卯ノ木遺跡1号住居跡、相去遺跡第8地区4号址、同10地区l号址、上大谷地道跡Bし18住居跡等
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付章 出土遺物の分析と年代測定

1 Bi65竪穴住居跡埋土の鉄津の分析

1、定量分析結果

関澤の定量分析結果

岩手県工業試験場

化 宰 組 成 〈100ク0) 

totalFe MI「0 ヽiO2 「1iO2 C 

41.85 0.47 19.48 9.56 0.21 

2 Ⅹ線回折法による定性分析結果

検出鉱物: Fayalite (2FeO. SiO2) +、 ferric titanate(Fe2TiO.) +十
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〔測定条件〕対陰極;Cu、フィルター;Ni、電圧;30kV.電流;16mA、時定数工sec、カウ

ントフルスケール:2000cps、検出器;シンチレーション計数管

3、蛍光Ⅹ線法による定性分析結果

検出元素:Al、 Si、 K、 Ca、 Ti、 Cr、 Mn, Fe、 Zr

〔測定条件〕対陰極;W、 Cr、分光結晶:しif. EDDT、電圧、電流;50kV、 40mA.時定数;

1sec、カウントフルスケール;104cps、検出器:シンチレーション計数管

〔備考〕化学分析ではシリカ分(SiO2)が多く、 Ⅹ線回折ではシリカ分を含むものとしてのフェ

アライトとオルトチタン酸第1鉄(Fe2TiO,)が検出された。さらに化学分析では砂鉄に由来す

ると思われるチタンがかなり多く含まれている。電子顕微鏡写真撮影(図版11の下)を行っ

たところ、八面体と思われる結晶があった。この結晶は等軸晶系、正立晶系、あるいは斜方晶

系に属するもので、フェアライト、オルトチタン酸第l鉄(ともに斜方晶系)のいずれかと思
注(1)

われる。
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2、 Db6竪穴住居跡埋土の粉状パミスの分析

1、定量分析結果

粉状パミスの定量分析結果

岩手県工業試験場

=20 Iう20「 SiO2 手、e203 TiO2 P20与 .A1203 MnO CaO MgO S Na20 K20 

5.15 12.56 57.52 3.24 0.374 0.045 14.14 0.096 2.08 0.768 0.055 2.97 0.915 

2、粉末Ⅹ線回折法による定性分析結果

検出鉱物: α鵜Quartz (SiO2) +、 Albite(NaAISi3O8) + +

注 検出鉱物については、最強線の強土の順位を十十、十で表わし、おおよその目安とした。

千二千干草⊥ユニ÷
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畢荘重三重壷壷こ
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3旦十十
10 ‾50 ‾

8しO

〔測定条件〕対陰極;Cu、フィルター;Ni、電圧;35kV、電流;20mA、時定数; 1sec、カ

ウントフルスケール:2000cps、検出器;シンチレーションカウンター

3、 Db6竪穴住居跡出土の炭化材の年代測定 日本アイソトープ協会

年代測定結果 1240±75yB, P (1210±70yB、 P)

年代は14cの半減期5730年(カッコ内はしibbyの値5568年)にもとづいて計算され、西暦

1950年よりさかのぼる年数(yearsB.P.)として示されています。付記された年代誤差は、対射

線計数の総計誤差と、計数管のガス封入圧力および温度の読取の誤差から計算されたもので、

14c年代がこの範囲に含まれる確率は約70%です。この範囲を2倍に拡げますと確率は的95%

となります。なお14c年代は必らずしも真の年代とひとしくない事に御注意下さい。

注(1)これは、他の資料4点と共に記述されていたものから当該資料分を抽出し、一部記述の順序を入れ替え

たものである。
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写真図版目次(成沢)

藩境塚, Ba 6 竪穴住居跡 ……図版1

Bi 65竪穴住居跡 Df 18竪穴住居跡

Db 6竪穴住居跡竃………………図版3

Bi 65竪穴住居跡出土遺物………図版4

Bi65, Ch59, Db6竪穴住居跡

出土遺物……図版5

Db 6竪穴住居跡出土遺物………図版6

Df 18竪穴住居跡出土遺物………図版7

Df 18竪穴住居跡出土遺物,

遺構以外の出土遺物(1)……図版8

遺構以外の出土遺物(2)……………図版9

遺構以外の出土遺物(3)……………図版10

縄文土器,石器,

鉄澤の電子顕微鏡写真………図版11

炉壁,鉄渾,騎羽口………………図版12



藩 境 塚

Ba6竪穴住居跡

Ba6竪穴住居跡

図版i

藩境塚、竪穴住居跡



Bi65竪穴住居跡

Bi65竪穴住居跡

D=8竪穴住居跡

DfI8竪穴住居跡窟

図版2

竪穴住居跡



図版3 Db6竪穴住居跡竃



4.5.6.=.i4.I7 I不、高台付杯 的火

20. 2i 窪 的米

24. 大嘉 納%

25. 砥石 的基

図版4 Bi65竪穴住居跡出土遺物



iO. ii, Ch59住 窪 約寝、約米 l. 2 Ch59住 杯 約基

図版5 Bi65. Ch59. Db6竪穴住居跡出土遺物



i. 4 不 納米 9.=.i2.13.14 大蛮 約米、約光
6.7.8 蛮 約米、約寝 I5 砥石 約寝

図版6 Db6竪穴住居跡出土遺物(伸し、 8は理工造物)



上 2 土不 納%

9.iO.=.i2 蛮 約%

I3.I4.I5 大窪 的光

図版7 DfI8竪穴住居跡出土遺物



!

i.2.4.5.6.7.8,iO.i3 杯 的米 3i 鉢 約%

図版8 DfI8竪穴住居跡出土遺物・遺構以外の出土遺物(I)



四

図版9 遺構以外の出土遺物(2)

i7. I8.I9.20.2i.22.23

塞 約米、光



24.26.27.28.29.30 大蜜 的%、約% i. 2 砥石 約米、純米

図版iO 遺構以外の出土遺物(3)
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下 成 沢 遺 跡

遺 跡 名:下成沢(略号S N S72)

遺跡所在地:北上市相去町字中成沢44ほか

調 査 期 間:昭和47年5月8ロー昭和47年6月IO日

調査対象面積: 3,500m2

発掘調査面積: I,200面
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下成沢遺跡

I 位置と立地

下成沢遺跡は岩手県北上市相去町字中成沢44、 45- 7他にあり、東北本線北上駅の南西約

5.5血両こ所在する。成沢遺跡とは成沢川をはさんだ南に位置する。調査地は北が成沢川、南が市道

成沢線で区画された東西約40m、南北約400mである。内部はほぼ平坦であるが、南及び北東に

緩やかに傾斜している。西(路線外)には成沢川の支谷が大きく入りこんでいる。現状は水田

及び畑地で調査地点の標高は95.6̃98.5mである。成沢川との比高は約10mである。

当遺跡は成沢遺跡同様に村崎野段丘の北部中ごろにあたり、起伏の少ない台地上に立地して

いる。周囲には成沢川の北側に成沢遺跡、その西方に三十人町遺跡があり、沢を隔てた南には

大谷地、上大谷地遺跡、その西方には高前田遺跡、東方には相去遺跡、葛西壇遺跡等が存在し、

古代の一大集落を構成していたものと見られる。

なお、本遺跡は

昭和42年12月17日 大谷地遺跡埋蔵文化財包蔵地調査カード Il番(北部)、 13番(南部)

I/ 43年3月

/I 49年3月

/I 56年

/) 56年3月

北上市史所収 北上市遺跡分布図 中成沢IⅤ ・ V(137・ 138)遺跡

岩手県埋蔵文化財分布地図 下成沢遺跡(地点不明)

北上市改正分布地図(仮称) 成沢遺跡(107)

改正 岩手県遺跡基本図 下成沢量量遺跡(75、 O182)

に該当するものと見られ、統一された遺跡名とはなっていない。これは東北縦貫自動車道関連

遺跡の調査の際に中成沢に所在する下成沢遺跡と命名したことに起因するものと推測される。

本来は小字名をもって中成沢遺跡と呼ぶべきものと思われるが、ここでは東北縦貫自動車道関

係埋蔵文化財調査報告書として報告するものであり、従来の呼称をそのまま踏襲し下成沢遺跡

としておく。

注(l) 「北上市史I』 (昭和43)所収 北上市遺跡分布地図

‾相去遺跡現地説明会資料言昭和48)所収 「相去遺跡」及び周辺遺跡位置図

II 調査経過及び方法

調査範囲は当初東西約40m、南北100mの3500m2であったが、その後南北約400mに拡張して

いる。地区割は道路中心杭STA179+00、 STA181十00を基点とし、 STA182十00以南の60mを

A区とし、順次南にB、 C、 D、 E、 F. G、 H区とした。調査は3mごとのブリット方式を

採用し、適宜2ダリットをl単位とする粗掘りを行い、遺構検出をもって拡張することにした。

昭和47年5月8日から6月10日にかけて実施し、都合189ダリットを調査した。

なお、調査の一段落した7月8日には現地において説明会を開催している。
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ー下成沢遺跡一

以上のようにして進めた結果、 A区で時期不明の溝及び焼石pitを検出し、 E区において旧

石器の工房跡を確認した。後者については萱暮層以下の右核、剥片等をグリットごとに番号を付

し、地点及び高さを調査日ごとに記録した。なお、チップ(砕片)については地点とレベルの

記録にとどめ、取り上げは一括としている。

調査地内の基本層序は次のとおI)である。

I a屈:黒褐色土。褐色腐植土。草根を多く含む腐植質土を主体とする表土及び耕作士であ

る。但し、A区のI a’層は下層のI b屈が他の2倍の層厚を有しており、盛土の可能性をもつ。

なお、 I a’層の下位には酸化土、グライ化土が存在し、水田であったことを示しており、あり

得ないことではない。

量b層:褐色土。黒褐色土。草根を岩上含む粘土質のI曽である。調査地全体を一様に綴って

いる。印し、前述の如くA区においてはやや厚くなる傾向があって、当該出庫に旧表土が加わっ

ている可能性がある。

IIa層:黄褐色火山灰士。いわゆる汚れ火山灰と称されろもので、現地説明会資料(以下現

説資料)では「粘土化している部層」としている。層厚は地点によって若干異なりE区では20-30

I a

‖膿

I上1

月間

‖旧

聞圃

三三三三≡ Ilし,
点9i帥i朝面

上)∴ i音i7世間I音i1 1 出口

三∴さら音_二品仁子÷音.

=I .卑近l 三∴三∴1_二言六、

1上1 言上出生色ノl、旧・,iくI 神宮

旧) 埴色中i申言上

実用品上中㍉∵ 少品合しi

=( 星色ノI強い・小i申くく

l
 
l
 
H

‖
“

l上≡≡三三≡三二三三≡
格三b9,巳(・画し同梱面 上ヽ二1年

上 .甲生色上 州Ii上 音葛同士多言†L音 さ∴三言二‾∴言

=)∴紺色上 唇を畠;∴二言Li

【五 .弓1音臆:二真也天白中く上 出品「)′、ミス、塙を合しi

品告三㌔三i」ii∴ ポロポロ同音臆やすい

帖音 川上∵Il鉦・中l申く上 宿品′)付∴ 言き上 たノ、三でを合しi

吊り気子らら

11工∴様方二・1j叫、∴中畑.・士口中くi 言三上,工と思わI音音るノ、ミズか片言

小i‖告十五時を少量含む∴晶言上∴言 上ろ 点画告中生を混入子ら∴スコー)了か多い、神I気皇鉦i

旧 申告r)強しり川同上

出品二少量の′、ミ,二含L

なし」品音直層雲を品人言‾ら 出し同′少二・1i

=li 中間i′、ミス

11 ↓∴‖半、ノ‾l年やか十中i吠上 言三十十:二′、ミス少品∴実用告白∵i
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第2囲 碁本居序
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ー 下成沢遺跡鵜

CmT. A区では10cm内と薄くなっている。斜面下位ほど薄くなっているもののようである。こ

の層は腐植が浸透したものと見られ、漸移層とも考えられる。クラックが入っている。

Hb層:黄色火山灰土。現説資料では「赤味のつよくやや粘土化した部層」と説明されてい

るもので安山岩質の礫を少量含んでいる。 A及びD区で確認されているが、旧石器工房跡の

発見されたE区では認められない。台地縁辺部にのみ見られるものの如くである。

II c層:灰白色火山灰土。黄色火山灰土。粘性をもつ火山灰土で遺跡全体を一様の厚さで覆っ

ている。 E区断面図では「黒いつぶ状の植生痕と思われるものが顕著である。」と注記され、現

説資料の「植生痕にとみ、白褐色一灰褐色を呈する部層」としているものにあたる。また、同

断面図では「旧石器はこの層位に多く、 Primaryな包含層は本属である」と付記している。な

お、同資料ではこの層の存在から「火山灰の降下が小休止し、植生の回復した時期の存在した

可能性」を指摘している。

IId層:赤味の強い火山灰土。 E区では部分的に欠落しているもので、地点によって粘土化

の度合いが異なる。 A区では「粘性の少ない火山灰」、 E区では「粘り気は強く」と説明され、

現説資料では「粘土化の軽微な部層」としているものである。なおE区では「植生痕と思かれ

るものは相変らず多い」としている。

IId’層:白味の鮮かな火山灰土。 E区でのみ認められるものでIId層とは上下関係あるい

は平行関係にある。同一の層として捉えられるものかもしれない。「植生痕と思われるものも極

めて多い。粘り気は強い」と注記されている。層厚にバラツキが見られる。

量Ie層:村崎野パミス、調査地全域で認められる。

注(1)残された上層断面図はA区、 D〆、 E医の15枚である。しかし注記されているものは各区ごとの:招i」で

ある。それらの層序は必ずしも一致するものげかi)ではなく、確定できない部分も少なくなかった。そ

こで現説資料を参考としなから、合わない部分はつとめて注記のまま併記している。なすら現説資料に

使用されているDT53ゲ)ット南壁断面図は遣存せず比較検討できなかったことを記しておく。

注(2) E c12グー)ット両壁断面図ではIIIb層(IIb層柚、Ii)時計されている。しかし、その延長にあたるE c

6. Ec9ブリット南壁断面図及び隣接部のEb9. Ec9グl)ット西壁断面図では、 IIb層か確課さ

れていない。Ec9グリッ上西壁断面図ではIIb層の卜にIIe層が確認されており、 Ec12クリッ上面

壁断面図のIIId層が注記等からそれに該当するものと考えられる。同様に両者を対比すると、 IIIc層が

IId層、 IIIb層がIIc層相当となり、 IIb層が欠落していることになる。伸し、これはすべて注記され

たものではなく、注意を要する(I. II、 IIId. 1‖e層のみ注記)。こうなると今となっては確認すべく

もないが、 D区におけるHb伸二ついても疑問が残る。混同していると考えられるが、これらの層序は

-
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ー下成沢遺跡--

統---後の層序番号を用いており、理解に苦しむ。あるいは萱萱a朋の中に含まれているのであろうか。

注(3)断面図注記ではiし柘器はこの層(重Ic層)から出土している如くに記されているが、断面図と遺物出土

地点のレベルを検討してみると必ずしもIIc層から発見されているものばかりではないようである。

IⅡ 調査結果

今回の調査で検出された遺構は時期不明の溝と縄文時代早期末̃前期と考えられる焼石Pit、

それに旧石器時代の石器工房跡である。発見された遺物は旧石器時代の石核、剥片等を中心に

縄文土器、石器と若干の土師器、須恵器である。

1 As18溝跡(第3図 図版1)

調査地の北端にあたる成沢川に画した斜面上部に位置する。西端は調査地外に続き、東端

は豚舎建設のため破壊されていて確認できないが、おそらくは路線外に続くと見られる。溝

は基本層序第III層上面において確認されたもので、幅50-80cm、深さが検出面から10へ15

cmである。埋土は黒色腐植土で縄文土器、石器等が採集されている。しかし、いずれも埴土か

ら発見されたものであり年代決定資料とはならないであろう。調査地内ではほとんど水平に近

いが僅か東方に傾斜している。方向はE10“’sでほぼ直線状をなし、調査前の水田方向E12CNと

は大きく隔っている。

縄文土器は現存していないので不明であるが、現説資料では「縄文文化中期初頭」としてい

る。石器は撞器1、剥片2、砕片3である。 lは左側緑から先端部にかけて刃部加工が観察さ

れ、基部を破損した掻器と見られる。 2、 3は二枚貝状を圭した剥片で、後者は極めて小さい

三十二へ二二二‾ //」へへ_/

0 (上5 1用

第3図 Asi8溝跡

ー
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ー下成沢遺跡-

ものである。他はいずれも石器製

作に伴って産出した砕片である。

なお、当港周辺からは比較的多量

に繊維を含む土器片、石核、剥片、

砕片等が採集されている。

∠二二ユ: 1

1〔近川

害害害害容器

第4図 Asi8溝跡出土遺物

2 As15焼石pit(第5図 図版1)

調査地の最北端、成沢川に画した斜面上位に位置する。平面形は直径約I mの土塀の南に径

0.4mの小土塀が接合しただるま形をなす。深さは35cmほどの皿状で北寄りに拳大→小児頭大の

玉石が30個ほど入っていた。南の接合部の深さは5cmほどで極めて浅くなっている。玉石はす

べて火熱を受けており中には亀裂の入っているものも認めろれた。中央部がやや高くなってお

り積み重ねた状況を示す。堆積土は黒褐色土で下位に木炭粒、焼土粒を含む。現説資料による

と、土塀内外には焼土、灰等は認められなく焼石を別席した調理用施設ではないかと考えられ

ている。

なお、玉石に混入して、土器片14点、石器、剥片等が10点発見されており、縄文時代に属す

るものと推測される。土器片はいずれも摩滅している細片である。中には繊維を含むものがあ

り、早期末一前期初頭に位置付けられると見られる。繊維土器は幾分肉厚で、色調は黄色一黄

褐色を呈し、胎土及び内面が赤褐色一青褐色をなす。施文は斜縄文と考えられるがはっきりし

ない。他の土器片は赤褐色を呈する脆弱なものである。

主 点鵠色上 同工二村品-「′ 世上星 ローム付を含む

第5図 As15焼石pIt

<二⊃ 1
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ー下成沢遺跡一

石器は掻器1、剥片l、砕片8である。 1は縦長剥片の両側縁に調整剥離を施したもので掻

器と考えられる。素材は中央部に稜線をもつ三角形をなし、左側縁は基部から中ごろにかけて

折損している。先端部は欠損後背面から剥離加工されている。 2は表面に調整面を多く残す極

めて薄い剥片である。調整剤離剥片と考えられる。 3は小型の縦長剥片で連続的に生産された

ものと見られる。形状が米ヶ森型台形石器に類似している。他の7点はいずれも細片で調整の

際に派生したものと考えられるものである。

3 旧石器工房跡(第8図)

当遺構は調査地の中央のやや南にあり、 Eb6、 9、 Ec6、 9の4ゲ)ットに及んでいる。

それはちょうど成沢川に注ぐ沢の谷頭の近くにあたる。遺構は東西約7.Om、南北約5.5mの円

形に遺物が分布するもので、遺物のあり方は周辺部が粗で、その北東よりの直径約l.5mの範囲

が密集地である。レベル的には砕片等によると第8図の如く密集地を中心とする揺鉢状を呈し、

その中心部が40cmと若干厚くなっている。あたかも凹地に集中した遺物の如くである。これら

の遺物は現説資料によると、 IIãIIc層から発見されたとしており、その中でも70%が後者か

ら発見されているという。但し接合資料等によると第8図の断面のように必ずしも量Ic層とは

限らないもののようである。

発見された遺物は台石、ハンマー・ストーン、磨製石器、石核、それに石刃様剥片、細石刃

様剥片、表皮除去剥片、縦型剥片、横型剥片等の剥片等で、総数321点である。また数点の自然

石が混入している。これらのうちほぼ半数の181点は砕片である。

台石(第7図 図版8)

現存するものは1点であるが、 「現説資料」 「抱囲研見学旅行2」によると3点出土したこと

になっている。第7図の台石は密集地の北東部にあり、レベル的にはほぼ中央部に位置してい

る。扁平な緑色粗粒凝庚岩の川原石であるが、中ほどで2分している。中央部が幾分凹んでお

リ、滑らかになっている。台石あるいは

石皿として使用されたものであろう。

ハンマー・ストーン

ハンマー・ストーンは1点も現存して

いないが、 「北上市の原始、古代の遺跡」

の写真によると2点遺存していたようで

ある。詳細については不明であるが、棒

状を呈するものの如くである。

⊂二二二⊃ 」⊥」m
第7図 台石

328





一下成沢遺跡-

磨製石器(第9図l 図版2)

これは「地団研見学旅行2」では局部磨

製石器として説明されているものである。

密集地の東端、レベル的には下位から発見

されている。基部及び両側緑が折損してい

るが、先端部は両面から研磨され蛤刃状を

なす。石材は淡緑色細粒凝灰岩で非常にや

わらかく、刃部はそれほど鋭利なものでは

ない。なお、同一母岩から剥離されたと見

られる剥片、砕片は17点で最大2.3m離れて

いる。しかしほとんどのものは密集部分に

含まれている。

l 暦製石器

2 有楊

第9図 磨製石器・石核

石核(第9図2 図版2)

石核は11点で、 10点が接合資料である。このうち接合資料9-3、 8-3、 6の3点は小型

でありあるいは剥片に含まれるものかもしれない。 5点は密集地に位置するが、他は若干離れ

ており散在している。これらはいずれも一端に大きな自然画を残すもので、ほとんどのものは上

部に一端を除去したのみの平坦打面をもつ。但し、接合資料2-8、 3-4、 5の3点は節理

面を打面とするものである。接合資料7「4は2面に分割面をもつもので、剥片剥離加工が行

われていない。

打面はいずれも凹状をなすネガティブ面で、打面調整は認められない。また剥片剥離作業は

一方向からのみ行われたもので転移しているものはない。得られた剥片の大多数のものは縦長

剥片のようである。これらの石核は接合資料7-4を除いて打面が極端に狭くなっており残核

と言えるものであろう。なお、接合資料l-18は階段状剥離となっており、石刃核と見られる。

以上のものに対し2は表裏両面から剥離されたもので、あたかも小さなチョッビング・ツー

ル様を呈し、若干形態を異にする。打面が作業面を上下に転移するもので、得られた剥片は縦

長剥片と見られるが、それほど長いものではなかったようである。この資料は素材の自然画を

3.5cm残すのみであり、剥離加工がかなり進行したと見られ、やはり残核と見られる。

石材は硬質泥岩5、流紋岩質細粒凝灰岩(阜化している) 5、緑色極細粒凝灰岩(埠化して

いる) lである。

なお、 「現説資料」によると「石核はプリズム様を呈するものが多い様である」と説明されて

いることを付記しておく。

石刃様剥片(第10図l-5 図版3)

ー
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一下成沢追跡一

縦長で両側緑がほぼ平行するものを石刃様剥片とした。 15点の出土で接合するものを除くと

12点である。このうち接合資料は7点である。1-4の4点は長さが7,0へ8.2cmで、1、4の2例

がいかにも細身で石刃らしい。他の2例は幾分幅広となっている。 5、接合資料1-8、(9、10)

(12、 13)の4例は4.3へ5.8cmで若干小さくなっている。幅は2.5cm前後でほぼ一定である。接合

資料1-16、 17、 15- l. 16臆1の4例は2.8へ3.7cmO小型である。しかし、幅は2.Ocm前後でそ

れほど細くはなっていない。総じて形の整った典型的な石刃と言えるものは少ない。

断面形は三角形あるいは台形を基本とし、接合資料1-16、 15-1、 16-1の3例は極めて

薄い台形をなす。剥離技法はすべて主要剥離面と同方向から剥離されている。打撃面は調整の

施されない平坦打面でネガティブ面である。これらのうち2、接合資料1-8、 (9、 10)の3

点が先端部、 5の1点が側線に表皮が認められる。なお、 3の左側緑上部には小剥離痕が認め

られ、あるいはナイフ型石器に含まれるものかもしれない。石材は粘板岩l、硬質泥岩8、硬

質凝灰岩3、泥質石質凝灰岩l、泥質細粒凝灰岩2である。

細石刃様剥片(第10図6-13 図版3)

縦長で両側緑が平行するもU)のうち長さが5cm以内のものを細石刃様剥片とした。しかし細

石刃核と認められるものはなく断定できない。 8点の出土で6、 12が基部を欠き、 8、 9、 12

が先端部を欠失している。 6は若干大きく石刃の先端部なのかもしれない。

打撃面は平坦打面で9、 10、 13が小さく、 13は自然画となっている。断面形は三角形か台形

ぐゝ8
∠ゝし)

l出川

I
⊥ 臆⊥臆∴ 」○○」〇一」- 」

第IO図 石刃様剥片、細石刃横剥片
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ー下成沢遺跡-

で前者が多く、先端部が尖っている。剥離技法は90度転移した剥離痕をもつ9を除いて主要剥離

面と同一方向から剥離されている。石材は粘板岩1、硬質泥岩4、琉紋岩質細粒凝灰岩1、泥

質細粒凝灰岩2である。

剥片(第Il、 12図 図版4、 5)

発見された剥片は104点で、 44点が接合資料である。 l-10、接合資料l-1、 2、 3、 4、

5、 2臆7、 4-1、 2、 6-l、 8「2、Il-2の21点は1面に自然画を大きく残すもので、

表皮除去剥片と見られる。自然画を打面とする4、接合資料l「1、 2の3点以外は平坦打面

を打撃面とし、 3、 8、 10、接合資料4-1、 2は打面を欠失している。このうち接合資料l

臆l、 2、 4-1、 2は打面形成剥片であることが確認されている。これ以外にも打面形成剥

片が含まれていると考えられるが特定できない。 1、 4、 5、 6、 7、 12は先行する剥離痕を

残しており目的剥片とも考えられる。これらは表皮を多く残しており、接合資料l臆5、 6の如

く目的剥片剥離でも比較的早い段階に剥離されたものと見られる。

Ilへ18、接合資料1鵜6、 2-1、 4-3、 4、 6、 7、 9、 5-1、 8葛1、 9-1、 2、

10-2、 11臆1の21点が比較的大型の剥片である。ほとんどのものが一部に自然画を残してい

る(86.4%)。縦長剥片が多いが、接合資料8-1、 9-l, 10臆2は横長剥片である。 15-18.

接合資料2臆1、 4-3、 11「1は比較的厚手の縦長剥片で、 11、 14が幾分幅広の縦長剥片で

ある。 11、 14、接合資料l-6、 4-6、 7、 5-l、 8-1、 9-2は形も整っており目的

剥片と考えられ、 12、 13、 15、 18はl面に剥離痕をもつもので調整剥片と見られる。なお、接合

資料4臆9は作業面を打面とする剥離痕をもつもので、石核として剥片採取が行かれている。

19-60、接合資料l-1l、15、 2-2へ5、 3-2、 5-2、 7-2、 8臆5-7、10-1、

12-2、 13-l. 2、 14-1、 2、 16-2の61点が小型の剥片である。ほとんどが縦長剥片で

(91.8%)、 38、接合資料6鵜5→7、 14鵜1の5点が横長剥片である。表皮を残すものは14点

で22.95%である。 43、 47は一面に自然画を残すもので表皮除去剥片とも見られ、 50へ54は石刃

様剥片の切断資料とも考えられるものである。 50-53は先端部を欠失し、 54は基部を欠いてい

る。 55へ60は形が整れないものである。

なお「現説資料」によると「形状の整った剥片が二等辺三角形をなすものがおおい」と説明

されている。

砕片

発見された砕片は181点で、接合資料は11点である。接合資料l-7、 14、 2-6、 3-1、

3、 4喜5: 8の如く目的剥片採取に失敗したと見られるものも含まれているが、大多数のも

は調整剥片等の細片である。

ー
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一 丁成沢遺跡 一

接合資料l (第13、

14図 図版6、 7)

石核l点、剥片15点、

砕片2点からなる。接

合すると長さ約10cm、

幅約7cm、厚さ約5cm

の原石が復原できる。

礫面は底面と上部に平

坦部をもち、他は丸味

を有している。

石核は3面が自然画

で、上部に打面形成剥

片を除去した平坦打面

をもつ。剥離面は階段

状をなし、打面が小さ

くなっており、石刃核

"信 号

▲l同様川口 三五もり 地中不明

○ 川 上

・砕 I↑

1
2nl

⊥喜一臆臆臆臆臆_ ⊥臆 し

第i3図 接合資料(i)の分布図

の残核と考えられる。

剥片はl、 2が打面形成剥片で、自然面を多く残す。前者は円形に近いもので、礫面をその

まま打面としている。後者は縦長剥片で、 、匪町子面を有す。剥離順序は2-1である。 3、 4

も自然画を多く残すもので、節舞曲で分割している。一部に調整痕をもつ。 5は1面に自然画

を残すもので、先行する表皮除去剥片と見られる。

8へ10、 12、 13、 16、 17はいずれも両側緑がほぼ平行する縦長剥片で盲刃様を呈す。日的剥

片と考えられる。 10、 13を除いて横断面形が台形をなす。 10、 13は三角形で先端部が尖り、節

理面で2分している。 16、 17は先端部が節用面と合っており、 6、 8、 10、 11の4点が下端に

自然面を残している。

砕片14は微少剥片で、調繁とは見られなく日的剥片採取に失敗したものと推測される。

剥離技法は打面形成のだめの剥離と、 【順勺剥片作業の剥離とに分けられる。前者はあらかじ

め設定された打面あるいは掛軸こ打撃を加えて剥離するもので、得られた打面はネガティブな

面をなす。後者は一端を除去したのみの単設打面に〇一走方向から連続的に加筆して剥片を採取

するものである。この時打面調整は一切行われず、また「1的剥片においても調整は認められな

い。残された剥片及び残核を観察すると、し1的剥片は縦長の石刃様剥片であったと思かれる。

ただし、その日的剥片はそれほど大型剥片を根ざしたものではなかったもののようである。
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ー下成沢遺跡-臆

接合資料2 (第15、16図 図版8)

石核l点、剥片6点、砕片l

点からなる。接合すると長さ

7.9cm.幅5.6cm,厚さ3.3cmの直

方体をなし、原石のほぼ1/4に

あたると見られる。2面に節理面

をもち、ネガティブな面を打面と

している。石核は一端に表皮を

残すもので、他の面は大きな節

理面で構成される。小型の直方

体に近いもので、残核と見られ

る。剥片剥離作業面は左側緑の

みである。

剥片はlを除いて、先端部が

尖りざみの縦長剥片で小型のも

のが多い。 6、 7は表皮除去剤

∠)ご

0

書き二言星星∵
上(1t)

十

第’I6図 接合資料(2.3)の分布図

10(m」 : =葛⊥⊥∴ i 」 i i l

第i7図 接合資拙3〉
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一 十成沢遺跡一

片と見られる。 1は先端部が幅広となるやや大型のもので 下半に2本の稜線をもつ。 1が卜

端部、 6、 7が一面のほぼ大半に自然画を残す。いずれも打面は単設打面で調整は行われてい

ない。砕片は7の表皮部分の細片である。

剥離技法は接合資料lと同様に、一端を除去したのみの単設打面で一定方向から順次打撃

点を移動しなから剥片採取している。

接合資料3 (第16、 17図)

石材及び節理面から接合資料2と同一母岩と考えられる。石核2点、剥片1点、砕片2点から

なるもので、石核は中央部から折損している。両者ともl面に自然画を大きく残すもので節理

面を打面としている。剥離作業は、横長剥片を得だ後、一端から縦長剥片が採取されているよ

うである。しかし、目的剥片は石核の上下が限定されておt)、 4.5cmを超えるものではない。作

業は石核の折損によるものか、中止している。砕片は調幣とは見られなく目的剥片採取に失敗

したもののようであり、特に定形化さかていない。

接合資料4 (第18、 19図 図版9)

ほぼ母岩の形態が把抵できるもので、幅が約8工)cm、長さが6.5cm以上、厚さが約4.Ocmの立方

体をなす。扁平な川石と見られる。石核1点、剥片了点、砕片2点からなる。右核は打撃面と

作業面以外は自然画で、剥片採取後の残核と考えられる。

剥片は1、之が

打面形成剥片であ

るが、分割後、剥
上川

片採取がはかられ
十

ている(2)。両者と

も表皮を大きく残

すもので、本来は

四角錐状をなして

いたと思われる。

作業面の観察によ

ると採取された剥

片には大小があ

り、形も一定して

いない。

3、 6、了は比

較的大型の縦長剥

上(中

十

」臆臆喜一」喜一_ _臆」

第I8図 接合資粗4の分布図

34l
-

上しi (

〇十



ー下成沢遺跡一

片で先端に自然面を残し、平坦となっている。 7には階段状剥離が認められ、 5のような小型

の剥片が採取されたようである。 9は調整剥片であるが石核から剥取された後、剥片採取を行っ

ている。それによると背の低い、縦長剥片が得られたようである。

砕片5、 8は調整とは見られなく目的剥片採取に失敗したもののようである。前者は若干末

広がりとなるが小型の石刃様を呈す。

剥離技法は一端を除去して単設打面を形成し、打撃点を転移しながら不定形な剥片が採取さ

れているものである。この時打面は、最後まで調整されていない。なお、大型な剥片(l、 2、

9)は、さらに剥離作業が進められており、コア・フレークと見られるものである。これらか

ら得られた剥片は、いずれもそれほど大きなものではなかったようである。

接合資料5 (第19、 21図 図版10)

石核l点、剥片2点、砕片l点からなる。石核は大きく自然画を残し、他の2面は分割面で

ある。剥片剥離加工はほとんど行われていない。分割面のうちのl面はポジティブバルブを有

するもので、他の面はバルブが取り除かれている。 1は石核より分割された剥片で、剥片採取

後の残核の一種と考えられる。打面は単設打面と見られ、上方からのみ剥離されているようで

ある。一端に僅か自然面を残す。中には90度回転して、加撃した痕跡が認められる。 2はlか

ら剥離されたものからさらに剥離されたもので、打撃点が90度転移している。 l面に自然画を

(ここゝ :{

Cフ2 ∠二二ユ1
第i9図 接合資料(5〉

-
342

-





ー下成沢遺跡一

残すものであるが、断面三角状をなし目的剥片であろうか。 3は2を採取した残りの石核に付

いていたもので、その後に剥離された砕片である。

以上のことをまとめると次のようになる。

①石核は剥離作業が全く行われていない。

②1は分割された反対側の石核。残核と考えられる。

③2は1から分割された剥片1に90度打点を変えて得られた目的剥片?

④3は2を剥取した石核から剥離された砕片。

接合資料6 (第21、 22図、図版10)

石材及び表皮等から接合資料5と同一母岩からなると考えられる。石核3点、剥片5点から

構成されるものである。石核(3、 4、 8)はいずれも、一面に表皮をもつもので、小型であ

る。 3は8との分割面を打面としており、小型の石刃様剥片が剥取されている。 4、 8は分割

後、前者は2の打面形成剥片を採取し、後者は90度回転して剥片採取を行っている。両者とも

2、 3加撃されているが、目的剥片は得られなかったようである。

1、 2は打面形成剥片で、前者が先行する剥片と考えられる。 1によって形成された打面は

その後の剥離で欠失している。 2も、前述の如く打面形成剥片である。 5へ7は剥片剥取過程
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\
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-∴下成沢遺跡一

で得られたものであるが、定形化されてなく、目的剥片かどうかは不明である。

接合資料7 (第2l、 22図 図版10)

石材及び表皮から接合資料5、 6と同一母岩からなると見られる。石核、剥片、砕片各1点

からなる。いずれも一面に自然画をもつもので、 1、 2、 3の順に剥離されている。

lは基部が折損しているが、本来は二等辺三角形であったと見られる。 2は断面台形状をな

すやや厚めの剥片で、目的剥片かどうかは不明である。打面はIの打面と同一の平坦打面であ

る。石核3は分割面、あるいはそれを90度回転した面を打面としている。この他にも小破片を

剥取した打面もあるが主要剥離面は前述の2面と見られる。これらによると、主に横長剥片が

得られた如くである。

接合資料8 (第2l、 22

図 図版10)

材質は接合資料6、 7と

同一であり、おそらくは

同一母岩からなると考え

られる。剥片2点からな

るもので、 l、 2接合面

は分割面である。

1は分割面と同方向か

らの加撃によって得られ

たものでその後90度打
十

点を変えて、打撃点を除

去している。下端に表皮

を残し、剥片の末端部に

あたる。 2は打面形成さ

れた後に剥離されたもの

で、l面に自然画をもつ。

表皮を除去した剥片と見

られる。あるいは次の打

面形成剥片であろうか。
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ー下成沢遺跡一

接合資料9 (第24図 図版10)

剥片2点からなるもので、 2面に自然面をもつ。 1は二等辺三角形をなし、先端部が尖り、

2は三角錐状を呈する剥片である。両者とも肉厚な剥片である。

接合資料10 (第23、 24図 図版10)

剥片2点からなるもので両者とも同一打面から得られたもので、 1が先行する剥片である。

長さは短いが両側縁が平行し、石刃様を呈す。 2は肉厚な横長剥片で、左側面に自然面をもつ。

先端部は丸味を有す。
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ー下成沢追跡一

接合資料11 (第24図 図版10)

剥片2点からなるもので両者とも表皮を有す。 lは長さ9.8c皿、幅4.4cmの大型剥片で、 3

面の分割面様の大剥離面をもつものである。打面は調整打面と見られる。 2は剥片調整と見ら

れ、 1の剥離より先行するものである。

接合資料12 (第24図 図版10)

剥片2点からなるもので、採取技法は他のものと同様である。剥片は両者とも1面の右側面

に自然面を残す縦長剥片で、先端部に丸味を有す。剥片1は中央に樋状剥離をもつもので、幾

分厚い感はあるが石刃様を呈す。剥片2の加撃点はほとんど除去されている。

接合資料13 (第23、 24図 図版10)

剥片2点からなる。打点を僅か移動してlを得たものである。正方形に近いもので周辺は非

常に薄くなっている。 2は1側面に自然面をもつもので、他の辺は薄く鋭利である。

接合資料14 (第23、 24 図版10)

剥片3点からなるものであるが、 2、 3の2点は剥離後に折損したもので、元来は2点であ

る。 l、 2とも同一打面から剥離されたもので、後者はl面に節理面をもつ。 1は円形に近い

ものでl側線に表皮を残している。

接合資料15 (第25図 図版10)

<三⊃

∠二ゝ 2
接合細

全ゝ △1接剛2
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接合質料16
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第25図 接合資料(I2-i6)
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ー下成沢遺跡一

剥片l点と砕片l点からなるものである。 1は両側縁が平行する石刃様剥片で、断面形は極

めて薄い台形状をなす。 2は基部から剥離された砕片で二等辺三角形をなす。

接合資料16 (第25図 図版10)

剥片2点からなるもので両者とも両側緑が平行する石刃様剥片である。横断面形は接合資料

15と同様に薄い台形状をなす。 1は基部を欠損している。

4 遺構以外の出土遺物

石錐

石鋤よ6点で いずれも無柄である。 1、 2は正三角形に近い二等辺三角形で両側緑が直線

的である。基部は前者が直線的で、後者は若十映り入りが観察される。周縁は背腹両面から規

則的にトレミングされ、両面あるいは片面に一次剥離面を残している。 3、 4も側線が僅かに

脹らむ縦に長い二等辺三角形で基部は平である。同線の仕上げは両面加工であるが、前述の

ものほど丁寧ではない。先端部はそれほど尖っていない。 5は先端部のみの破片で鋭く尖って

いる。 6はやや大型で先端部が片面h「廿で丸くなっている。あるいは掻器類に含まれるであろ

うか。周縁は背面の加工が丁寧で稜線に向って長く行われ、 l面には一次剥離面を大きく残す。

基部J)仕上げは粗雑である。石材は凝I火質硬質泥岩4、石質凝灰岩1、硬質泥岩lである。

石匙

縦型3点、横型l点の4点である。いずれも背面あるいは膜面からの加圧によって折損して

いる。 7、 8、 9が縦型で、つまみが打癌部分に作られ、背面に向って若干屈曲している。入

念に仕上げられ、比較的小さい。側線は7が直線的で、 8、 9が幾分警曲している。先端部は

後2者が欠損しているが、 7は直線的で刃部としている。刃部は3者とも片面加工であるが、

左側縁は両面加工となっている。膜面加工は8、 9が先行するもので、 7は新しい剥離加工で

ある。刃部加工はいずれも稜線に向って長い押庄剥離である。横型の10は元来左右対称形をな

していたと見られ、対辺に刃部が形成されている。腹面から加工された片面加工である。 7、

8、 9の右側縁と10の対辺に使用痕と見られる細破砕痕が観察され、 8、 9の裏側の右側緑で

は摩耗痕が認められる。石材は出費泥岩2、凝庚質中質泥岩l、硬質泥岩1である。

信箆状石器

3点の出土である。いずれも短冊型を呈するもので、長幅比がl.7、 l.4、 l.4で比較的幅に対

して長さが小さい。なお、 13は先端部加工が先行するもので、トランシェ様石器と見られるも

のであり、 11は1面に大きな自然面を残すもので打製石斧に分類されるものかもしれない。基

部は12が小さな、阜担面を残し他は失っている。側線は前2者が巧曲しており、後者が直線的で

ある。先端部はいずれも直線的で、 11が若干斜めになっており、 12は刃部再生によるものか中

ー
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ー下成沢遺跡一

央部が凹んでいる。加工は基部及び両側縁が打撃加工によるもので先端部はその後二次加工

されている(12、 13)。石材は凝灰質革質泥岩2、粘板岩ホルンフェルス1である。

掻器類

素材が肉厚的で比較的鈍角な刃部をもつ掻器的なもの(5点)と、素材が比較的肉薄で鋭利

な刃部を有する削器的なもの(6点)とが見られるが、両者の識別はそれほど明確ではなく掻

器類と一括した。なお、この中には使用痕を有する剥片と見られるもの(2点)をも含めてい

る。全体的形状は方形(14、 15、 16)、あるいは円形(22)、その他分類困難なもので14、 15、

16、 17、 21、 25は打癌をそのまま残し、 15、 17、 20、 25は自然画を遺存している。いずれも得

られた剥片の縁辺部を利用したもので、不定形掻器と言えるものであろう。なお、 22は大型の

拇指状掻器と見られるものであり、 24は先端部が鋭く尖っており、刺突具の一種とも考えられ

るものである。また18は基部を造り出したもののようである。

基部の多くは打癌をそのまま残すものであるが、 18、 24では基部調整が施され、前者は鋭く

尖っている。

折損しているものは5点で、 19、 26は縦に折損し、 20、 2l、 22は横に折損している。 20を除

いて背面からの加圧による破損である。石材は珪質泥岩9、凝灰質革質泥岩1、硬質泥岩3で

ある。

刃部は打撃点の反対側、対辺にあるもの2点、打撃点に隣接する側線にあるものIl点とがあ

り、直線的なものと攣曲するものとがある。刃部加工はいずれも押圧剥離によるもので、 22を

除いて片面加工的である。その大多数は背面加工(膜面から加圧されたもの)である・が、 14、

17、 20、 26、 16の対辺は腹面加工(背面から加圧されたもの)である。但し、 22は両面加工で

ある。刃部形態は細かい二次加工(4点)、粗い二次加工(4点)、複雑な二次加工(5点)と

相半ばしている。なお、 20、 23の刃部は使用痕様の小さな剥離痕が連続するものである。

磨製石斧

輝石安山岩製

のl点である

(27)。細長い短

冊型をなし、全

体に風化が著し

い。基部はやや

尖りぎみの丸形

で、側線は幾分

攣曲するが直線

_∠二ゝ 2:う

`二つ24 ⊂二二二> 25

第27図 遺構以外の出土遺物(2)
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ー下成沢遺跡一

的である。先端部は弧状をなし、蛤刃状を呈す。使用によるものか破損している。表裏両面に

は若干研磨面を残し、側線には打撃痕が認められる。敲打後の研磨による作出と思われる。刃

部も研磨されて作出されたと見られるが、風化が著しく判然としない。また、基部の着柄の痕

跡も観察されていない。

磨石・凹石

28は棒状を基調とする磨石で、中央付近で折損している。表裏2面と右側縁が使用されてい

る。特に右側緑の使用が顕著で平坦になっている。凹石は3点で、このうち31は研磨痕をあわ

せもつものである。 29は扁平な円形をなすもので、 30、 31は棒状を基調とするものである。凹

みは1面、あるいは2面に認められ、 29の表面では2個が連続している。凹みはいずれも浅い

皿状をなす。 31は磨石28と同様に右側緑が研磨されており、磨石として利用されたと見られる。

これらはいずれも自然石をそのまま利用したものである。

石皿

32は上面が滑らかになっているもので石皿破片と見られる。残存部から推定するとかなり大

型なものの破片と見られる。側線の造り出し等は観察されない。

石核(第29図)

発見された石核は5点で いずれも旧石器工房跡の周辺の表土から採集されたものである。

第28図 遺橋以外の出土遺物(3)
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二のうち2はl面にポジティブ面をもつもので大型剥片とも見られるものである。

形状は4、 5が立方体状をなすもU)で、他は不定形である。大きさには大小があり、 4は極

めて小さい。 5は両面に他は1面あるいは2面に大きな自然画を残すもので、残核と考えられ

る。伸し、 lは打面、分割面、大きな自然画と作業面からなるもので、まだまだ剥片剥離作業

が可能なものである。打面はいずれも一端を除去したのみの平坤面で、打面調整は認められな

い。それらはすべて回状をなすネガティフ面である。なすら 3は作業面を打面としており、 4、

5は90度づつ打面を転移しているようである。これらから得られた剥片は5.5×5.Oc皿、 4.0×

3.1cm、 3.6×7.Ocm等で、横長剥片、縦長剥片である。

石材は泥岩類(自質泥岩、廿質凝l天質泥岩、硬質凝庚質泥岩)が3点、凝灰岩類(石質凝庚

岩、石質細粒凝I火岩)が2点である。

剥片(第30、 :出羽 図版13)

39点の発見である。これらのはと/しどのものはA区南部(As18溝、 As15焼石pit周辺)から

採集されたものである。 1は自然面を打直iとし、 1面に礫面を大きく残すもので、表皮除去剥

片と見られる。 2̃15は縦長を基調としだ縦長剥片で16-24は横長剥片と考えられる。但し、

2、 3、あるいは20、 21、 2こうのように中岡形態も存し、必ずしも明瞭に識別できるものではな

い。大きさには大小があり、 8、 13、 24が比較的肉厚であるが、全体に薄い。断面形は三角形

∴千
〇:、葛Ⅲ〃

」臆 臆 臆工臆 」 臆1 _臆臆し臆臆⊥_「臆」_- i i 「

第29図 遺構以外の出土遺物4音
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第30図 遺構以外の出土遺物(5)
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ー下成沢遺跡-

あるいは台形を呈している。

打面は自然面を打面とするもの7例(17.9%)、平坦面を打面とするもの23例(58.0%)であ

る。不明なものは9例で、平坦面を打面とするものが圧倒的に多い。それらの打面は他と比較

すると極めて小さい。不明なものの7、 13、 18は打面及び打癌部が除去されたものである。作

業面は25点(64.1%)のものが主に主要剥離面と同一方向から剥離されている。これ以外には

90度転移しているものが7点(17.9%)、 180度方向から剥離されているものが4点(10.3%)

存する。なお、 2、 3、 4、 6、 9の5点は自然画を残すもので、目的剥片剥離では比較的早

い段階に剥離されたものと見られる。 17、 20、 23、 24は下半が折損しており、 21が基部を欠く

ものである。以上の他には極めて薄い剥片、欠損している剥片がある。

石材は泥岩類(地質泥岩l、壇質凝灰質泥岩3、硬質凝灰質泥岩21)が25点、凝灰岩類(石

質凝灰岩9、石質細粒凝灰岩3)が12点、披璃質流紋岩が2点である。

砕片

約60点である。ほとんどのものは調整痕をもつもので、小型の調整剥片と見られる。中には

打撃痕をもつもの、石錐様をなすもの、細石刃様をなすものなどが含まれている。また、小型

剥片と考えちれるものをも含めた。

縄文土器(第32図 図版14)

第3I図 遺構以外の出土遣物(6)
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ー下成沢遺跡一

緒文土器はAs15焼石pitの14点を除いて調査地の北半(AへD区)の第l層から採集され

たものである。発見された土器は細片を含めて166点ですべて破片である。文様等から①早期

末一前期初頭、 ②中期中葉、 1③晩期中葉に3区分される。

①は主にA区から採集されたもので比較的焼成の良好な堅緻なものが多い。 5は口緑部破

片で口唇部に斜方向から施された刻目がある。 5へ9は太目の単節斜縄文で、船上に繊維を含

んでいる。比較的肉厚(0.8̃l.Ocm)で、暗褐色、赤褐色をなす。中には撚糸文と見られるも

のもあるが、摩耗が著しくはっきりしない。

②は主にC区から発見されたもので、復原可能な2点を含む。 l、 2はキャリバー型をなす

深鉢到土器の口綾部破片で、同一地点から採集されたものである。両者とも口綾部が大きく内

管するもので、上部に4突起を有する。文様は口綾部文様帯が突起で4区分され、突起に続く

渦巻文を主体とする隆沈線文からなる。休部文様帯は下半が不明であるが平行する沈線からな

るようである。地文はlが複節斜縄文、 2が単節斜縄文でいずれも細かい。内面は丁寧に研磨

され、色調は黄褐色、青褐色をなす。なお、 lの頭部は摩消しによる無文帯である。以上の他

には地文のみ、あるいは沈線文をもつ破片がある。

③はC区西半から採集されたもので器形の捉えられる1点を含む。 3は頸部がしまって若干

肩のはる深鉢型土器の口綾部破片で、同一一個体と考えられる底部を伴う。器形は口緑部が外反

し、端部が外方に挽き出されて内側が沈線状を呈している。口綾部には中央に刻みの入った小

さな突起を4個もち、口唇部には斜方向から施文された刻目をもつ。口唇部下には平行する洗

練をもち頸部を無文としている。頭部下端には1条の洗練がめぐり口緑部文様帯を区切ってい

る。下半は単節斜縄文の地文のみである。休部は一様に器壁が薄く(0.5̃0.6cm)、内面の調整

痕が顕著である。焼成は良好で極めて堅敏である。

10は壷埋土器の休部破片と見られ、器面が滑らかに仕上げられ、赤色顔料が塗布されている

ようである。沈線文の他に肉彫的な雲形文を配し、刻みの入った癌状突起をもつ。 11は内面に

も細かい縄文が認められる。 12は口綾部破片で、内面に1条の沈線がめぐり、外面は5条の平

行沈線がめぐっている。

以上の他には土師器7点、須恵器5点がある。土師器は内面黒色処理を施した埠l点と、復

原可能なものを含む護である。 4はログロを用いない肩部に段をもつ饗で 口綾部が大きく外

皮している。外面は口端近くが横ナデ、下半がへラミガキされ、内面は口綾部が横ナデ、下半

がハケメ調整されている。須恵器は埠の底部と襲あるいは壷の体部破片である。

砥石33 (図版2- 9、 10)は流紋岩質砂質凝I火岩の自然石をそのまま利用した砥石で上下

両面を砥面としている。砥面は両者とも水辛に近いもので中央部が若干薄くなっている。図の

下端の稜線は丸くなっており折損後に使用されたことを示し、右端は新しい折損である。
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量V まとめと考察

1 旧石器について

今回の調査で検出されたものはlユニットのみである。東西約7.Om、南北約5.5mの円形に

遺物が分布しているものでそのあり方は周辺部が粕で北東よりの直径約l.5mが密集地であ

る。接合資料では最大3.5m離れているものが接合し、やはり密集地を中心に散在している。レ

ベル的には密集地を中心に揺鉢状を呈し、その中心部では約40cmの厚さを有している。なお、

遺物はあたかも凹地に入り込んだ様相を呈しており、二次的に堆積した可能性をもっている。

発見された遺物は台石、ノ、ンマ一・ストーン、石核、剥片、砕片等で、石器は磨製石器が1

点のみである。その組成は石器が0.3%、台石、ハンマー・ストーンが0.9%、石核3.4%、剥片

39.3%、砕片56.0%で剥片、砕片が圧倒的に多い。砕片は剥片採取に失敗したもの、あるい

は調整剥片と見られるもので、剥片石器の製作に派生したものとは認められない。また、剥片

石器が1点も含まれてなく石器製作跡ではなく、剥片採取の工房跡と推測される。

石材は硬質泥岩、硬質凝I天質泥岩、泥質細粒凝灰岩、泥質I頂凝庚岩、流紋岩質細粒凝I火岩

(十日ヒしている)、粘板岩等で、同一母岩からなると見られるものが多く、 1凹から数回の極め

て短期間に営まれた工房跡と考えられる。

剥片剥離技法は一端を除去しだのみの平坦打面に、一定方向から連続的に加肇剥離を行って

剥片を採取するもので、石刃技法と見られる。この時、打面調整は一切行われず、まだ、打面

を転移することも行われていない。これらから得られた剥片はそれほど長いものではないが、

ほとんど縦長剥片である。

発見された遺物の層位は現説資料では「60-70%は②cから出土」とし、 E区断面図では「旧

石器はこの層位に多く、 Primanyな包含層」と注記している。これらの遺物はレべ′レ的にはII

C帥こ含まれるもののようであるが、しかし、同一母岩、接合資料等では上層遣物と識別でき

なく、また時間差をもっとも見られず上層遣物と捉えるべきものと考えられる。断面図でも起

伏が認められIIc凪上面の凹んだ部分に入ったものと理解される。従って遣物の出土層位は当

地域がIIb層を欠除しているのでIIa層遺物と捉えられる。

年代は現説資料では「黒沢尻火山I火の降下の終った時期」として3へ5万年前にあて、ロー地叩

研見学旅行2』では岩宿萱、磯山、あるいは星野IVなどとの類似性から2.5へ3万年前の推定年

代を与えている。これに対し 二世」石器時代の東北」では福島県成田遺跡、山形県岩井沢遺跡と

ともに2万年前としている。

油l) lIa層は川面器時仕の東北言に指摘されている里沢尻火11」吹出の上位のカラス費用縮色天川・用事二相

当するようである。
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ー下成沢遺跡-

(2) 『日本地質学会第80年総会見学旅行2 北上川低地帯の鮮新統第四系地形』 (昭48)

(3) 『旧石器時代の東北』 東北歴史資料館(昭56)

2 その他の遺構と遺物について

以上の他には焼石pitと溝が検出されている。焼石pitは直径約l.Om、深さ35cmの皿状の

土塀に拳大一小児頭大の玉石が30個ほど入っていたもので、玉石はすべて火熱を受けており、

土堀内には焼土、灰等が確認されないことから調理用施設(ストーン・ポイリング)ではない

かと考えられている。内部に繊維を含む土器片が混入しており、早期末一前期初頭に位置付け

られるであろう。

溝については縄文土器等が発見されているが、そのあり方は現説資料でも指摘されている如

く埋土中位にあり年代決定資料とはなり得ない。方向はElO。sで調査前の水田方向E12ONと

は大きく隔っており、年代、性格とも不明である。

3 まとめ

今回の調査で検出された遺構は縄文時代の焼石pitと旧石器時代の石器工房跡、時期不明の

溝跡である。発見された遺物は旧石器時代の石核、剥片等を中心に、縄文土器、石器で、若干

の土師器、須恵器が含まれている。

古いものから順に記すと、旧石器時代は1ユニットのみの発見で、まとまりとして捉えられ

るものである。遺物は石核、剥片、砕片等で、石器は磨製石器1点のみである。石器が僅か

0.3%で、剥片、砕片が圧倒的に多く石器工房跡と推定される。しかも、砕片は調整剥片と見られ

るもので、石器製作跡ではなく、石刃技法による剥片採取の工房跡と考えられる。

今回の調査では石器工房跡のみの検出であったが、西方約1,O血の地点でナイフ型石器が発見

されており、それほど遠からぬ所に工房跡を残した遺跡が存在すると推測される。

縄文時代の遺構は焼石pitのみで発見された遺物も土器166点、石器31点でそれほど多い

ものではない。生活の痕跡が知られるのみである。焼石pitは調理用施設と考えられるもので

今回の調査では竪穴住居跡が発見されなかったが、近くに集落が存在したであろうと思われる。

相去台地における縄文時代の遺跡は和賀川添いの段丘崖に多く見られ、台地内部ではそれほ

ど多くない。但し、古代の遺跡においても土器片が採集されており、生活圏内に含まれていた

ことを示している。殊に当遺跡では北に成沢月iを控えており、あり得ないことではなかろう。

なお、発見された土器は早期末一前期初頭、中期中葉、晩期中葉のものである。

古代の遺構は全く認められない。土師器7点、須恵器5点が採集されたのみである。隣接地

域に集落が営まれたものであろうか、現段階では不明である。

注(1) 「北上市下成沢発見の石器。福田友之 叶弘前大学考古学研究』1 (1981)

(2)桐去遺跡 L大谷地遺跡
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大 谷 地 遺 跡

遺 跡 名:大谷地(略号OY72)

遺跡所在地:岩手県北上市相去町高前田74

調 査 期 間:昭和47年7月IO日-7月20日

調査対象面積: 2,500m2

発掘調査面積: 800m2





ー大谷地道跡-

I 位置と立地

本調査地は、国鉄東北本線六原駅北西約4血の中位段丘に立地している。南側には大堤に連

なる沢がある。海抜約99.5mで現状は原野である。調査範囲は東北縦貫自動車道・本線及び側

道部分に限っている。周辺の遺跡としては、西南西方向に高前田遺跡(平安時代・集落跡)東

南東方向に高前壇他相去遺跡(平安時代・集落跡)、北方には下成沢遺跡(旧石器・縄文時代中

期、平安時代) 「本調査関連遺跡」、南の方向には上大谷地遺跡(平安時代) 「本調査関連遺跡」

がある。なお南西方向には須恵器藍出土の大谷地遺跡がある。

II 調査の概要及び結果

道路敷となる区域について路線中心杭STA173十40より174方向に南北約40mの範囲を調査

した。表土の除去作業は重機(ブルドーザー)によって行なった。

地山面(黄褐色粘土層)の検出作業によっても遺構や遺物の確認は出来なかった。

分布調査時、周囲には山林等があった。その時の調査地、原野には土師器・須恵器の破片が散

布しており、竪穴住居跡の存在の可能性が考えられたのではあるが、以上の様な結果となった。

暮II 今後の問題点

周辺の遺跡の存在から考えて集落跡の可能性を予測したが、調査部分には遺構等なんら検出

されない結果となった。分布調査の時点では、山林原野であった環境が、調査時には、東北縦

貫自動車道敷地部分を除いて開田圃場整備がされていたとも聞く。分布調査時の遺物は地形上、

西方から流れ込んだ可能性も考えられ、その意味でも調査地の東西両側の状況が把握されねば

ならなかった。この事は敷地内北側の未調査部分についても同様な事がいえる。

両側に残された開田部分において原状が保存されているとすれば、次の現状変更に際する調

査の結果が注目される。
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上 大谷地遺跡

遺 跡 名:上大谷地(略号KO72)

遺跡所在地:北上市相去町上大谷地

調 査 期 間:昭和47年7月iO日-i2月22日

調査対象面積: 7,500m2

発掘調査面積: 2,500m2
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